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世
界
農
業
の
生
産
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造
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効
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性
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ー
ー
多
国
間
資
料
に
よ
る
国
際
比
較
l
l
l

一
、
序

H

問
題
設
定

∞
分
析
枠
組
み

二
、
国
際
比
較
に
関
す
る
多
国
間
資
料

付
分
析
対
象
国

∞
多
国
間
資
料

一
一
一
、
生
産
性
格
差
の
国
際
比
較

村
生
産
性
比
較

同
労
働
・
土
地
代
替
過
程

四
、
生
産
効
率
の
国
際
比
較

付
分
析
手
法

同
生
産
弾
力
性
の
推
計

伺
生
産
効
率
比
較

玉
、
結
論

付
録
国
際
比
較
に
関
す
る
多
国
間
基
礎
資
料

一
、
序

ト)

問

題

設

定

世
界
農
業
は
近
年
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
先
進
国
に
お
い
て
は
、
第
一
次
石
油
危
機
に
先
立
つ
過
去
数
十
年
間
に
農
業
労
働

カ
の
非
農
業
部
門
へ
の
大
幅
な
流
出
と
機
械
的
技
術
の
飛
躍
的
な
進
歩
が
生
じ
、
更
に
一
九
七

0
年
代
の
「
世
界
食
糧
危
機
」
に
際
し

て
、
特
に
米
国
を
中
心
に
多
く
の
農
業
投
資
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、
濯
瓶
等
の
基
盤
整
備
の
充
実
が
図
ら

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性



し
か
し

こ
の
よ
う
な
先
進
国
、
開
発
途
上
国
双
方
に
お
け
る
技
術
進
歩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
農
業
の
不
均
衡
は
解
消
す
る
ど

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

れ
る
と
と
も
に
、
特
に
い
わ
ゆ
る
「
緑
の
革
命
」
に
よ
っ
て
、
米
・
小
麦
等
の
肥
料
感
応
的
な
高
収
量
品
種
が
開
発
さ
れ
普
及
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
は
一
九
七

0
年
代
中
頃
以
降
、
本
格
的
に
効
果
が
現
わ
れ
始
め
、
開
発
途
上
国
の
農
業
生
産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
ろ
か
一
層
拡
大
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
進
国
で
は
農
産
物
の
過
剰
生
産
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
発
途
上
国
で
は
依

然
と
し
て
慢
性
的
栄
養
不
足
の
状
態
に
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、
世
界
農
業
の
生
産
構
造
の
現
状
を
把
握
し
、
更
に
冒
頭
で
述
べ
た
先

進
国
、
開
発
途
上
国
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
進
歩
の
も
と
で
、
生
産
構
造
が
こ
こ
数
十
年
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
を
解
明
す
る

こ
と
に
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
今
後
、
世
界
農
業
に
関
す
る
研
究
を
一
層
深
め
る
上
で
不
可
欠
な
基
本
的
認
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

国
際
機
関
や
各
国
政
府
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
国
際
農
業
開
発
戦
略
の
方
途
を
見
定
め
る
上
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

注
(

l

)

本
稿
は
、
東
京
都
立
大
学
速
水
佑
次
郎
教
授
と
の
共
同
研
究
の
成
果
の
一
環
で
あ
る
。
こ
こ
に
か
か
る
形
で
の
発
表
を
快
諾
く
だ
さ
っ
た
速

水
教
授
に
深
謝
の
意
を
表
わ
し
た
い
。
ま
た
当
研
究
所
の
菊
池
異
失
研
究
員
か
ら
は
草
稿
の
段
階
か
ら
数
多
く
の
↑
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。

さ
ら
に
東
京
都
立
大
学
の
笠
原
義
隆
氏
(
現
第
一
一
勧
業
銀
行
)
に
は
資
料
の
作
成
に
際
し
て
多
大
な
る
協
力
を
得
た
。
あ
わ
せ
て
感
謝
し
た
い
。

な
お
デ
ー
タ
の
整
理
、
生
産
関
数
の
推
計
に
は
、
農
林
水
産
研
究
セ
γ
タ

l
A
C
O
S
白

8
固
を
使
用
し
た
。

(

2

)

出
品
目
t

g

L

目
r
E
E
〔
ロ
〕
、
第
三
章
参
照
。

b司

分
析
枠
組
み

農
業
の
国
際
比
較
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
農
業
の
生
産
構
造
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
従
来
よ
り
数
多
く
行
な
わ
れ
て

き
て
い
る
。

そ
れ
は
、

n
c
-
E
Q酔
再
〔
3
〕
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
て
後
、

出
品
同

B
F
〔

9
〕、

国
3
1州
自
己
向
H
R
H
N

・
〔
口
、
日
〕
、



出
品
由
自
ご
宮
内
田
初
白
書
百
〔
日
、

M
〕
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
。

出
品
白
百
戸
a
h
H
N

・
は
一
九
六

O
年
を
中
心
と
す
る
国
際
間
横
断

面
資
料
を
作
成
し
、
先
進
国
と
開
発
途
上
国
で
は
農
業
生
産
性
に
大
き
な
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
、

そ
の
格
差
は
非
農
業
部
門
か
ら
供

給
さ
れ
る
近
代
技
術
的
要
素
(
化
学
肥
料
、
農
用
機
械
等
)
の
投
入
格
差
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
一
九
五
五
年
か
ら
六
五
年
に

こ
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
後
こ
れ
を
拡
張
あ
る
い
は
補
完
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
様
々
な
研
究
者
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
。
J

円
曲
虫
色
同
国
ロ
円
四
河
E
Zロ
〔
幻
〕
、

z
m
z
mロ
〔
臼
〕
、

は
出
品
自
己
R
R
H
N

・
と
同
様
の
枠
組
み
の
な
か
で
、

そ
れ
ぞ
れ
一
九
七

O
年、

一
九
七
五
年
時
点
ま
で
の
デ

l
タ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ロ
ミ
回
目
』
ミ
ミ
・

の
分
析
を
拡
張
し
て

い
る
。
ま
た
〉
E
F
〔
1
〕
は
国
際
間
資
料
の
デ

i
タ
の
定
義
は
若
干
異
な
る
が
、

一
九
六
五
年
時
点
に
お
い
て
、
分
析
対
象
国
を

国
印
可
同
日
町
同
時

R
N
・

の
四
コ
吉
田
か
ら
六
六
ヵ
国
に
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
出
a
m
S
F
に
よ
っ
て
一
つ
の
方
向
性
が
定
め
ら
れ
た
農
業
発
展
理
論
は
、

そ
の
後
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
引
き
継

が
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
こ
の
モ
デ
ル
を
性
格
守
つ
け
る
こ
つ
の
特
徴
に
つ
い
て
若
干
の
整
理
を
行
な
お
う
。

そ
の
特
徴
と

は
第
一
に
誘
発
的
技
術
進
歩
仮
説
。
ロ
仏

5
a
F
5
4阻
止
。
口
出
u
d♀
吉
田
町
)
の
農
業
発
展
理
論
へ
の
取
り
込
み
で
あ
り
、
第
二
は
世

界
農
業
の
生
産
技
術
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
表
わ
す
超
生
産
関
数

(
B
2昌
B
E
E
S
Pロ
口
氏
。
ロ
)
概
念
の
提
示
で
あ
る
。

誘
発
的
技

術
進
歩
と
は
、
生
産
に
お
い
て
制
約
要
因
と
な
っ
て
い
る
資
源
の
相
対
的
高
価
格
に
直
面
し
て
、
技
術
進
歩
は
そ
の
よ
う
な
高
価
格
な

資
源
を
節
約
し
、

よ
り
安
価
な
資
源
を
使
用
す
る
方
向
へ
進
む
と
言
う
も
の
で
、
ロ

w
f
〔
お
同
}
同
】
・
巴
品

t
u〕
に
よ
っ
て
、
労
働
節
約

的
、
資
本
使
用
的
技
術
進
歩
の
説
明
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
民
同
司
自
己
は
こ
の
仮
説
を
農
業
発
展
モ
デ
ル
に
取
り
込
み
、

個
々
の
農
家
に
お
け
る
技
術
進
歩
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
公
共
部
門
が
研
究
・
教
育
・
普
及
に
お
い
て
来
た
す
役
割
を
も
含
め
た
発
展

モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。

そ
し
て
、

一
九
五
五
年
か
ら
六

O
年
に
お
け
る
労
働
・
土
地
生
産
性
と
要
素
投
入
の
変
化
を
検
討
す
る
こ
と
に

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性



世
界
農
業
の
生
産
構
造
主
効
率
性

四

よ
っ
て
、
労
働
が
希
少
で
農
業
生
産
に
お
け
る
主
要
な
制
約
要
因
と
な
っ
て
い
る
国
で
ほ
、
主
と
し
て
機
械
化
に
よ
っ
て
労
働
生
産
性

を
上
昇
さ
せ
る
方
向
で
の
農
業
成
長
が
行
な
わ
れ
、
土
地
が
制
約
要
因
と
な
っ
て
い
る
国
で
は
主
と
し
て
肥
料
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
土
地
生
産
性
を
上
昇
さ
せ
る
方
向
で
の
農
業
成
長
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

」
の
事
実
が
誘
発
的
技
術
進
歩
に
よ
っ

て
非
常
に
整
合
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
(
国
司
自
己
自
色
河
口

E
ロ
〔
M〕)。

ま
た

出
品
自
己

モ
デ
ル
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
超
生
産
関
数
は
、
各
国
の
農
業
生
産
技
術
を
包
絡
的
に
結
ん
で
得
ら
れ
る
国

際
間
生
産
関
数
で
定
義
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
賦
存
の
も
と
で
誘
発
さ
れ
た
技
術
進
歩
の
結
果
で
あ
る
様
々
な
生
産
技
術
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
を
包
絡
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
超
生
産
関
数
と
誘
発
的
技
術
進
歩
に
よ
る
農
業
発
展
モ
デ
ル
を
図
に
よ
っ
て
簡
単
に
要
約
し
て
み
よ
う
。
今
、

A
、
B
ニ
ヵ
国

の
世
界
を
考
え
、

A
国
は
土
地
が
相
対
的
に
希
少
で
あ
り
、
労
働
が
豊
富
で
あ
る
の
に
対
し
、

B
国
は
土
地
は
相
対
的
に
豊
富
で
あ
る

が
、
労
働
が
希
少
で
あ
る
と
し
よ
う
。
第
一
図
に
は
縦
軸
に
土
地
投
入
が
、
横
軸
に
労
働
が
と
ら
れ
て
い
る
。

0
期
に
お
い
て
A
国
は

「。、

B
国
は
「
。
な
る
単
位
等
産
出
線
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
農
業
生
産
技
術
の
も
と
で
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
と
し
よ
う
。

A
、
B
両

国
の
資
源
賦
存
の
違
い
を
反
映
し
て
、

0
期
に
お
い
て
す
で
に
A
国
は
土
地
節
約
的
、

B
国
は
労
働
節
約
的
技
術
の
も
と
で
生
産
を
行

(
3〉

な
っ
て
お
り
、
要
素
価
格
も
A
国
で
は
吋
凡
で
土
地
が
相
対
的
に
高
価
で
あ
り
、

B
国
で
は
、
回
。
と
労
働
が
高
価
格
で
あ
る
と
す
る
。

そ
し
て
両
国
の
個
々
の
単
位
等
産
出
線
の
包
絡
線
と
し
て
超
生
産
関
数
が
民
で
示
さ
れ
る
。

さ
て
、
第
0
期
か
ら
第
1
期
に
至
る
と

B
国
で
は
労
働
が
非
農
業
部
門
へ
流
出
し
続
け
、

土
地
l
労
働
比
率
は
む
見
出
。
か
ら

C
H
N
札
へ
と
上
昇
し
、

ま
た
A
国
で
は
農
業
内
部
の
人
口
増
加
の
た
め
に
土
地
|
労
働
比
率
は
C
M
N
h
。
か
ら

c
h
h
へ
と
低
下
し
た
と

し
よ
う
。
こ
の
場
合
も
し
技
術
が
一
定
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
A
国
で
は
C

で
生
産
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
第
0
期
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世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

~ 
ノ、

の
超
生
産
関
数
上
に
あ
る

α
点
と
比
べ
て
非
効
率
な
位
置
で
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

A
、
B
両
国
が
研
究
開
発
・
教
育
・
普
及
を
通
じ
て
制
約
要
因
と
な
っ
て
い
る
資
源
を
よ
り
節
約
す
る
よ
う
な
努
力
を
行

な
っ
た
結
果
、

新
し
い
技
術
が
生
み
出
さ
れ
た
と
す
れ
ば
(
誘
発
的
技
術
進
歩
〉
、

第
1
期
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
等
産
出
線
は

ど
、
同
国
同
へ
と
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
場
合
、
超
生
産
関
数
も
足
。
か
ら
足
戸
へ
と
シ
フ
ト
し
て
、
第
1
期
に
お
け
る

新
た
な
農
業
生
産
技
術
の
国
際
的
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、

A
国
は
超
生
産
関
数
と
A
国
の
等
産
出
線
の
接
す

る
b
点
で
生
産
を
行
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
同
一
の
土
地
|
労
働
比
率
。
均
九
で
、
技
術
進
歩
が
・
な
か
っ
た
と
し
た
場
合
の
生
産
点

c

点
と
比
べ
て
、
非
常
に
効
率
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
こ
で
も
し
第
三
の
国
C
国
が
あ
る
と
考
え
、
第
1
期
に
お
け
る
単
位
等
産
出
線

が

ip戸
の
位
置
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
第
1
期
の
超
生
産
関
数
足
"
の
は
る
か
右
上
に
あ
り
、

そ
の
技
術
は
世
界
的
な
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
に
は
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
あ
る
技
術
と
比
較
し
て
効
率
性
に
お
い
て
劣
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
回
目

E
s
-
に
よ
る
農
業
発
展
モ
デ
ル
は
上
記
の
よ
う
な
枠
組
み
に
、

一
九
五
五
年
か
ら
六
五
年
ま
で
の
国
際
間
横
断
面
資
料

を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
源
賦
存
の
異
な
る
世
界
各
国
の
長
期
的
農
業
成
長
経
路
を
誘
発
的
技
術
進
歩
の
視
点
か
ら
説
明
す
る

と
と
も
に
、
超
生
産
関
数
の
導
入
に
よ
っ
て
世
界
農
業
の
生
産
性
格
差
の
構
造
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
続
く

ペ
由
自
白
色
一
回
同
口
仏
列

E
S
F
Z
m
石市
P
〉

zr
も
こ
の
枠
組
み
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
が
、

対
象
国
を
拡
大
し
た
〉

E
F
で
は

必
ず
し
も
安
定
的
な
分
析
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、

ま
た
最
も
新
し
い
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
る

Z
哲
三
ロ
の
場
合
で

も
一
九
七
五
年
ま
で
の
分
析
で
あ
り
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
最
近
の
世
界
農
業
の
変
化
、

す
な
わ
ち
開
発
途
上
国
の
「
緑
の
革
命
」

の
影
響
や
先
進
国
の
機
械
的
技
術
の
飛
躍
的
進
展
等
の
変
化
を
分
析
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
上
記
発
展
モ
デ
ル
に
拠
り
つ
つ

一
九
六

O
年
か
ら
一
九
八

O
年
ま
で
の
国
際
間
横
断
面
資
料
を
作
成
す
る
こ
と



世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

七

に
よ
り
「
緑
の
革
命
」
の
影
響
等
、
最
近
の
世
界
農
業
の
変
化
を
含
む
分
析
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。
出
品
自
己
に
よ
っ
て
一
九
五
五

年
か
ら
六
五
年
の
聞
に
労
働
や
土
地
生
産
性
の
先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
聞
の
格
差
が
拡
大
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で

は
ま
ず
、
緑
の
革
命
等
の
開
発
途
上
国
の
技
術
進
歩
の
努
力
に
よ
っ
て
そ
の
格
差
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、

そ
し
て
先
進
、
開
発

途
上
国
双
方
で
近
年
生
じ
た
技
術
進
歩
は
誘
発
的
技
術
進
歩
仮
説
か
ら
み
て
整
合
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
れ
は
第
二
章
で
作
成
さ
れ
る
国
際
間
横
断
面
資
料
に
基
づ
き
、
第
三
章
に
お
い
て
分
析
さ
れ
る
。
第
三
章
で
は
ま
ず
労
働
生
産
性
、

土
地
生
産
性
の
国
際
比
較
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
生
産
性
格
差
の
実
態
と
変
化
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
更
に
土
地
・
労
働
が
近
代
技
術

的
要
素
へ
代
替
す
る
過
程
と
資
源
賦
存
と
の
関
係
が
、
誘
発
的
技
術
進
歩
仮
説
と
の
整
合
性
の
吟
味
と
い
う
立
場
か
ら
検
討
さ
れ
る
。

吏
に
、
第
三
章
で
と
ら
え
た
技
術
進
歩
の
方
向
性
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
各
国
の
技
術
が
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
超
生
産
関
数
と
の

比
較
で
、
効
率
性
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
変
化
を
と
げ
た
か
を
検
討
す
る
。
こ
れ
は
第
四
章
に
お
い
て
、
超
生
産
関
数
か
ら
の
距
離
で

定
義
し
た
総
合
生
産
性
指
標
を
作
成
し
、

そ
れ
を
国
際
間
で
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
う
。
第
三
章
の
分
析
が
あ
く
ま
で
パ

l
シ

ヤ
ル
な
接
近
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
四
章
は
超
生
産
関
数
の
計
測
を
含
む
よ
り
ト
ー
タ
ル
な
接
近
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
最
近
年

に
お
け
る
各
国
農
業
の
技
術
進
歩
の
効
果
を
よ
り
適
確
に
把
撞
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

注
(
3
〉
こ
の
仮
定
は

O
期
に
お
け
る
状
態
が
長
期
的
均
衡
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
、
単
に
図
を
見
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
り
、
モ
デ
ル
に
何
ら
特
別

の
制
約
を
設
け
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て

O
期
に
お
い
て

A
、

B
両
国
が
同
一
の
等
産
出
線
に
あ
る
と
し
て
議
論
を
始
め
て
も
何
ら
結
論
は

変
わ
ら
な
い
。



な
発
展
段
階
に
あ
る
広
範
な
国
を
含
ん
で
お
り
、

そ
の
地
理
的
分
布
も
北
ア
メ
リ
カ
=
ヵ
園
、
中
央
・
南
ア
メ
リ
カ
九
ヵ
国
、

ヨ
l
ロ

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

八

二
、
国
際
比
較
に
閉
す
あ
多
国
間
資
料

←) 
分
析
対
象
国

本
稿
で
の
国
際
比
較
の
分
析
対
象
と
し
た
国
は
四
四
ヵ
国
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
一
九
八
O
年
時
点
の
国
民
一
人
当
た
り
G
N
P
が
最

も
高
か
っ
た
ス
イ
ス
(
一
万
六
四
四
O
U
S
ド
ル
)
か
ら
、
最
も
低
か
っ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

(一一二

O
U
S
ド
ル
)
ま
で
さ
ま
ざ
ま

ツ
パ
一
七
ヵ
国
、

ア
フ
リ
カ
四
ヵ
国
、

ア
ジ
ア
一

0
ヵ
園
、

オ
セ
ア
ニ
ア
ニ
ヵ
国
と
広
範
囲
に
渡
っ
て
い
る
(
第
1
表)。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
国
々
を
そ
の
発
展
段
階
に
応
じ
て
区
分
し
比
較
す
る
た
め
に
、

↓
九
八
O
年
の
国
民
一
人
当
た
り
G
N
P
六
0
0

O
U
S
ド
ル
以
上
の
国
を
高
所
得
園
、

一
五

0
0
ド
ル
未
満
の
国
を
低
所
得
園
、
そ
し
て
そ
の
中
間
に
あ
た
る
六

0
0
0ド
ル
か
ら
一

五
0
0ド
ル
ま
で
の
国
を
中
所
得
国
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
三
分
類
に
属
す
る
国
は
第
1
表
お
よ
び
第
二
図
に
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
所
得
国
に
属
す
る
の
は
新
大
陸
に
位
置
す
る
四
ヵ
国
(
北
ア
メ
リ
カ
二
ヵ
国
と
オ
セ
ア
ニ
ア
ニ
ヵ
国
)
と
旧
大

陸
に
位
置
す
る
一
三
ヵ
国
(
う
ち
日
本
を
除
い
て
す
べ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
)
の
計
一
七
ヵ
国
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
国
は
一
部
の
例
外
を
除

い
て
国
民
一
人
当
た
り
G
N
P
は
一
九
八
O
年
に
お
い
て
一
万
ド
ル
前
後
と
極
め
て
{
両
く
、

ま
た
G
D
P
の
う
ち
農
業
の
占
め
る
割
合

は
五
%
前
後
と
小
さ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
低
所
得
国
に
属
す
る
の
は
南
ア
メ
リ
カ
三
ヵ
国
、

ア
フ
リ
カ
二
ヵ
国
、

ア
ジ
ア
七
ヵ
国
の
計

一
ニ
ヵ
国
で
あ
り
、

一
人
当
た
り
G
N
P
が
一

0
0
0ド
ル
に
満
た
な
い
国
が
過
山
ナ
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
G
D
P
に
占
め
る
農
業
の

割
合
は
三

O
%前
後
と
極
め
て
高
く
、
農
業
に
大
き
く
依
存
し
た
経
済
構
造
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
高
所
得
国
と
低
所
得
国
の
中

間
に
な
る
中
所
得
国
に
属
す
る
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
五
ヵ
国
、

ア
フ
リ
カ
二
ヵ
国
、

ア
ジ
ア
二
ヵ
国
、
中
央
・
南
ア
メ
リ
カ
六
ヵ
国
の
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出典:World Bank (21J，ただし男子農業就業率は本稿付録A25-27より計算.

注. 1) 林業，漁業を含む.

2) ノレ Pセ γプノレグを含む.

3) りピ 7は石油収入によるところが大きいため，

国に分類した.

4) 台湾は Taiwan(d23J， Republic of China (d4Jによる.ただし付録，

引用資料リストを参照せよ.
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15，000 

第 2図国民経済における農業の地位 (1980年〉
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低
所
得
国
で
は
農
業
に
大
き
く
依
存
し
た
国
民
経
済
の
も
と
で
、
農
業
労
働
人
口
の
割
合
も
極
め
て
高
い
。

そ
し
て
両
者
の
中
聞
に
は
、

計
一
五
ヵ
国
で
あ
り
、

G
D
P
に
占
め
る
農
業
の
割
合
も
五

t
一
五
%
と
ほ
ぼ
高
所
得
固
と
低
所
得
国
の
中
聞
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

さ
ら
に
第
1
表
に
は
、
男
子
総
労
働
人
口
に
占
め
る
男
子
農
業
有
業
者
数
の
割
合
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
所
得
国

で
は
ほ
ぼ
一
O
%
以
下
の
割
合
し
か
占
め
て
い
な
い
の
に
対
し
、
低
所
得
国
で
は
玉
O
%
前
後
と
極
め
て
高
く
、
中
所
得
国
は
ニ
O
I

三
O
%
を
中
心
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
高
所
得
国
が
、
国
民
経
済
に
占
め
る
農
業
の
割
合
が

極
め
て
小
さ
く
、
労
働
人
口
に
つ
い
て
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
非
農
業
に
従
事
し
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
先
進
工
業
国
で
あ
る
の
に
対
し
、

過
渡
的
に
分
布
す
る
、
い
わ
ゆ
る
新
興
工
業
国

N
I
C
S
(
2
2司
q
F
E喜
一
段
止
の

g
Eユ2
〉
が
存
在
す
る
と
い
う
世
界
経
済
の

構
造
が
確
認
で
き
よ
う
。

さ
て
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
世
界
の
農
業
構
造
を
分
析
す
る
と
い
う
本
稿
の
課
題
の
た
め
に
必
要
な
上
記
四
四
ヵ
国
の

デ
ー
タ
の
定
義
を
次
節
に
お
い
て
示
す
こ
と
に
す
る
。

注
(

4

)

こ
の
区
分
の
例
外
は
り
ピ
ア
で
あ
る
。
リ
ピ
ア
の
一
人
当
た
り
G
N
P
は
八
六
四
0
ド
ル
と
高
い
が
、
石
油
収
入
に
よ
る
異
常
値
で
あ
る
た

め
、
こ
こ
で
は
中
所
得
国
に
分
類
し
た
。

(

5

)

こ
れ
ら
の
国
の
よ
り
包
括
的
な
概
観
を
得
る
に
は
巧
2
5
切

gr
〔
幻
〕
が
便
利
で
あ
る
。

同

多
国
間
資
料

デ
ー
タ
は
前
節
で
述
べ
た
四
四
ヵ
国
に
関
し
、

一
九
六
O
年
、

一
九
七
O
年
、

一
九
八
O
年
の
三
ヵ
年
に
つ
い
て
集
計
さ
れ
て
い
る

カ2

一
九
六
O
年
は
原
則
と
し
て
出
品
帥
旨
い
ミ
ミ
・
〔
日
〕
の
値
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、

そ
れ
以
降
に
よ
り
信
頼
性
の
高
い
数
値
が

得
ら
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
の
み
若
干
の
修
正
を
加
え
た
。
従
っ
て
一
九
七
O
年
、

入
O
年
値
に
つ
い
て
も
推
定
方
法
は
田
昌
自
己

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性



労
働
、
機
械
等
〉
に
つ
い
て
は
一
九
六

O
、
七
O
、
八
O
年
時
点
に
お
け
る
値
を
使
用
し
た
。
こ
こ
で
フ
ロ

l
変
数
の
平
均
区
間
の
設

一
九
七

O
年
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
準
じ
た
が
、

一
九
八

O
年

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

司
h
a
N
.

と
同
様
で
あ
る
。

フ
ロ

I
変
数
(
農
業
産
出
、
肥
料
)
に
つ
い
て
は

一
九
六

O
年
値
に
は
一
九
五
七

t
六
二
年
の
平
均
値
が
、

一
九
七

O
年
に
は
六

七

t
七
二
年
の
平
均
値
、

一
九
八

O
年
に
は
七
五

1
八
O
年
の
平
均
値
が
そ
れ
ぞ
れ
L
ど
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
ス
ト
ッ
ク
変
数
(
土
地
、

定
は
一
九
六

O
年
は
出
品
目
ユ
ミ
と
・

で
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

に
つ
い
て
は
資
料
の
制
約
か
ら
一
九
七
五

t
八
O
年
と
し
た
。
デ

I
タ
の
集
計
手
続
安
¥
推
定
方
法
等
の
詳
細
お
よ
び
集
計
結
果
は
付

録
に
示
さ
れ
て
い
る
。

農

業

産

出

農
業
生
産
構
造
の
国
際
比
較
を
行
な
う
た
め
に
は
、

ま
ず
国
際
間
で
比
較
可
能
な
各
国
別
の
農
業
産
出
の
デ

i
タ
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
農
業
産
出
は
種
子
と
飼
料
を
差
し
引
い
た
農
業
粗
産
出
で
一
不
す
こ
と
に
し
、
各
国
ご
と
に
す
べ
て
の
農
産

物
を
小
麦
単
位
(
当

z
a
d
E行
者
己
)
に
変
換
し
て
集
計
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
小
麦
単
位
へ
の
変
換
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

本
稿
付
録
あ
る
い
は
出
品
目
ユ
司
H
a
h
-

〔
日
〕
を
参
照
せ
よ
。

2 

投

入

要

素

本
稿
で
は
農
業
生
産
に
お
け
る
投
入
要
素
の
う
ち
、
農
業
内
部
に
起
源
を
も
っ
投
入
要
素
と
し
て
労
働
と
土
地
、

そ
れ
に
加
え
て
農

業
内
部
で
蓄
積
さ
れ
て
い
る
資
本
の
三
種
類
を
、
ま
た
非
農
業
部
門
か
ら
供
給
さ
れ
る
近
代
技
術
的
要
素
を
土
地
代
替
的
投
入
要
素
と

労
働
代
替
的
投
入
要
素
に
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
肥
料
と
ト
ラ
ク
タ
ー
を
そ
の
代
理
変
数
と
し
て
選
ん
だ
。

)
 

4

・
E

・
(
 
労
働

労
働
は
土
地
と
並
ん
で
農
業
内
部
に
起
源
を
も
ち
、
生
産
過
程
に
お
け
る
重
要
な
投
入
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ



(5) 

ト
ラ
ク
タ
ー

さ
き
の
肥
料
が
非
農
業
部
門
か
ら
供
給
さ
れ
る
土
地
代
替
的
投
入
要
素
を
代
表
し
て
い
た
の
に
対
し
、

ト
ラ

で
は
国
際
間
で
の
デ

l
タ
の
整
合
性
を
保
つ
と
い
う
観
点
か
ら
、
労
働
と
し
て
男
子
農
業
有
業
者
数

(mBEEs-可
由
主
2
-
5・

刷出

M-aF。ロ
5
白

m
z
g
-
E
B
H
S巳
何
者
。
『

W
2与
を
選
ん
だ
。

(2) 

土
地

土
地
は
耕
地
公

E
E四
日
開
口
円
四
自
門
ご
自
仏
ロ
ロ
【
同
日
間
】

2
B
g
g昨
日
O
唱
曲
)
と
永
年
牧
草
地

Q
2
s
g
g昨
日

g
営
者
回

自
門
同
宮
田

zzm)
の
面
積
を
そ
の
ま
ま
合
計
し
た
農
用
地
面
積
と
し
て
求
め
た
。

そ
の
際
、
耕
地
と
永
年
牧
草
地
の
質
の
差
を
考
慮
し

て
何
ら
か
の
ウ
ェ
ー
ト
を
付
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
ど
の
程
度
の
ウ
エ
ー
ト
が
適
当
で
あ
る
か
の
客
観
的
基
準
が
得
ら
れ

な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
単
に
両
者
を
合
計
し
て
農
用
地
面
積
を
測
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
加
え
て
耕
地
比
率
(
耕
地
面
積
/

農
用
地
面
積
)
を
農
用
地
の
利
用
形
態
の
違
い
を
示
す
一
つ
の
指
標
と
し
て
作
成
し
た
。

(3) 

農
業
内
部
的
資
本

農
業
生
産
に
お
け
る
内
部
的
資
本
蓄
積
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
家
畜
頭
数
を
と
っ
た
。
果
樹
等
の
植
物

資
本
も
当
然
こ
れ
に
含
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
資
料
の
制
約
か
ら
除
外
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

(4) 

肥
料

肥
料
は
ト
ラ
ク
タ
ー
と
と
も
に
非
農
業
部
門
か
ら
供
給
さ
れ
る
近
代
技
術
的
投
入
要
素
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の

う
ち
土
地
代
替
的
投
入
要
素
全
体
を
表
わ
す
代
理
変
数
と
し
て
考
え
て
い
る
。

ク
タ

l
は
労
働
代
替
的
投
入
要
素
全
体
を
表
わ
す
代
理
変
数
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
総
馬
力
数
と
し
た
。

3 

そ

の

他

農
業
生
産
過
程
で
適
用
さ
れ
る
技
術
は
、
農
家
一
戸
当
た
り
の
農
用
地
面
積
で
測
ら
れ
る
上
う
な
農
家
の
平
均
的
規
模
に
大
き
く
依

存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
農
家
単
位
で
の
分
析
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
農
家
一
戸
数
の
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。

ま
た
各
国
の
工
業
化
の
程
度
を
示
す
指
標
と
し
て
、
非
農
業
労
働
人
口
比
率
を
作
成
し
た
。

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性



世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

四

、
生
産
性
格
差
の
国
際
比
較

←) 
生
産
性
比
較

ま
ず
最
初
に
、
国
際
間
・
異
時
点
聞
に
お
け
る
農
業
産
出
と
資
源
賦
存
の
関
係
を
み
る
た
め
に
、
労
働
生
産
性
と
土
地
生
産
性
の
比

較
を
行
な
う
。
労
働
生
産
性

(
Y
/
L
)
は
前
節
で
説
明
し
た
農
業
産
出

(
Y
)
を
男
子
農
業
有
業
者
数

(
L
)
で
割
っ
た
も
の
で
あ
り
、

土
地
生
産
性

(
Y
/
A
)
は
農
用
地
面
積

(
A
)
で
割
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
両
生
産
性
は
そ
れ
ぞ
れ
男
子
農
業
有
業
者
一
人
当
た

り
小
麦
単
位

(
W
U
)
、
農
用
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
小
麦
単
位

(
W
U
)
で
表
わ
さ
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
生
産
性
の
一
九
六

O
年
値
と
一
九
八

O
年
値
が
第
2
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
両
生
産
性
の

国
際
間
の
格
差
は
極
め
て
大
き
い
。

一
九
六

O
年
に
お
け
る
労
働
生
産
性

(
Y
/
L
)
は
、
最
も
低
か
っ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ニ
・

0

W 
U 

(
小
麦
単
位
)
か
ら

最
も
高
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
一
四

0
・
五
W
U
に
お
よ
ん
で
い
る
。

ま
た
土
地
生
産
性
(

Y

/

A
)
も
リ
ビ
ア
の

0
・
0
五
W
U
か
ら
台
湾
の
一

0
・
一
二
四
W
U
に
お
よ
ん
で
い
る
。

し
か
も
一
九
八
O
年
に
は
こ
の
格
差
は
一
層
拡

大
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
労
働
生
産
性

(
Y
/
L
)
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
一
・
八
W
U
か
ら
米
国
の
二
八
五
・
一

W
U
に
拡
大
し
、
土

地
生
産
性

(
Y
/
A
)
も
リ
ビ
ア
の

0
・
一
四
W
U
か
ら
台
湾
の
一
八
・
六
五
W
U
に
拡
大
し
て
い
る
。

つ
ま
り
労
働
生
産
性
・
土
地
生

産
性
と
も
に
国
際
間
の
格
差
は
非
常
に
大
き
い
だ
け
で
な
く
、
過
去
二

O
年
の
聞
に
拡
大
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
図
に
よ
っ
て
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
三
図
は
生
産
性
の
国
際
間
の
分
布
を
み
る
た
め
に
一
九
八

O

年
に
お
け
る
労
働
生
産
性

(
Y
/
L
)
を
横
軸
に
、
土
地
生
産
性

(
Y
/
A
)
を
縦
軸
に
と
っ
て
、
四
四
ヵ
国
に
つ
い
て
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も

の
で
あ
る
。
第
三
図
に
よ
れ
ば
、
図
の
右
下
に
は
米
国

(
c
d
を
始
め
と
す
る
新
大
陸
に
位
置
す
る
高
所
得
国
が
あ
る
が
、
相
対
的



第 3図労働生産性，土地生産性の国際比較(1980年)
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要素投入(1960，1980年〉

土(地一労働比率/男(A農/L)) 
(H機P械/男(ーM子労/農L働業〉比有率業者)へPターノレ 子

業有業者

1960 lヲ80 1960 1980 

146.1 2.36 7.05 
1，153.1 1，764.5 19.21 72.47 

13.1 26.0 7.27 91. 6ヲ
0.8 0.5 O.∞ 0.01 
7.8 17.3 5.88 65.34 

16.7 18.3 0.22 1. 18 
113.4 228.5 30.32 135.90 
24.1 40.9 0.81 2.01 I 
10. 5 12.5 0.37 0.63 
10. 1 23.5 10.41 78.16 

0.6 0.5 0.05 0.18 
15.1 31. 2 12.11 103.23 
13.0 24.9 7.14 5ヲ.52
9.3 19.0 10.54 85.02 
7.4 11. 7 0.68 6.95 

2.0 2.0 0.01 O. 15 
13.2 24.6 3.47 28.92 
14.1 20.5 2.49 17.ヲ2
4.3 9.6 1. 74 25.48 
1.2 2.3 1. 03 17.70 

73.8 94.5 0.53 5.57 
1.5 1.5 O. 14 0.18 

19.4 14.3 0.23 0.70 
6.0 7.7 4.79 30.29 

116.2 137.6 21. 70 50.46 

10.0 22.5 15.22 131. 25 
3.5 2.6 0.02 0.33 

60.9 48.1 0.07 0.38 
36.9 27.5 0.25 0.51 
1.6 1.7 0.03 O. 13 

4.2 9.5 0.28 6.32 

69. 1 55.8 1.14 3.22 
8.3 20.9 0.32 13.66 
1.7 1.6 0.01 0.57 
3.1 4.9 1.13 4.75 

18.5 38.4 20. 18 81. 40 
日目 6 17.1 2.79 31. 50 
23.4 15.5 0.20 1. 18 
0.7 O. 7 0.03 0.33 
10.3 11. 7 0.26 3.90 

24.2 37.6 15.82 46.80 
117.0 246.6 41. 38 151. 81 
27.6 41. 4 0.46 2.89 
5.8 7.2 0.44 8.13 

肥(料F 投入
jA) 

(kgjヘクタール)

1960 1980 

0.1 0.5 
1.3 2.5 

54.5 119.9 
1.8 28.9 

203目O 300.6 

1.3 13.1 
5.2 26.6 
5.5 7.1 
1.8 11. 4 

123.4 225.3 

79.4 184.7 
75.8 188.ヲ
63.1 163.2 
161. 8 254.4 
16.2 55.4 

1.9 20.3 
36.9 107.6 
26.4 62.6 
44.3 10:コ.2

259.8 384.5 

0.3 4.5 
183.7 219.3 

1.8 10.8 
201. 6 317.6 
20.0 36.9 

140.4 268.9 
1. 1 28.2 
0.1 I 0.1 
2.6 ' 3.9 
9.3 33.5 

26.4 1 61. 2 

2.1 8.8 

~~.~ i 
49.2 

25.5 45.3 
21. 7 67.8 

66.8 139.0 
49.1 78. 7 
0.6 5.7 

198.6 428. 1 
0.8 20.4 

49.5 106.1 
16.4 44.5 
O. 7 7.7 
17.0 i 54.6 

ー」
ノ、



第 2表各国の農業生産性および

労働生産性(農Y業jL)業 土地生産性 CYjA)

国 名
〈小麦単位/男子 有者) (小麦単位/へタターノレ)

iヲ60 1980 1960 1980 

ア ノレゼ γ チ γ 34.9 63.8 0.44 

オー ス ト ラ リア 103.8 256.2 0.09 0.15 

オーストり 7 30.5 90.8 2.32 3.49 

パ γグラデシュ 2.0 1.8 2.51 3.51 
J¥  a ノレ ギ 47.5 174.7 6.12 10.08 

フ' フ レ一、ノ. ノレ 9.3 13.2 0.56 0.72 

カ ナ ター 66.1 193.6 0.58 0.85 
チ リ 11. 4 19.8 0.47 0.48 

コロンピア 8.3 17.2 0.79 1. 37 

デ γ マーク 46.4 131. 2 4.60 5.58 

よ乙 ン、・〆 プ ト 4.4 4.6 6.90 9. 18 

フィンランド 30.5 104.2 2.02 3.34 
フ ラ γ ス 32.4 101.8 2.49 4.09 

百 γ イ ツ 37.1 113.7 4.00 5.99 

ギ リ 、ン ヤ 9.1 25.8 2.21 

イ 〉ノ ド 2.2 3.1 1. 06 1. 58 
アイノレラ γ ド 20. 1 58. 7 1. 52 2.38 
イスラエノレ 25.9 101. 8 1. 84 4.96 

イ ~ リ 7 14.5 48.0 3.40 4.97 

日 本 10.3 27.8 8.64 12.23 

リ ピ 7 3.6 12.9 0.05 O. 14 

モーりシャス 10. 1 10.6 6.68 7.18 
メ キ 、ン =ョ 5.1 7.5 0.52 

オ フ γ ダF 43.1 109.1 7.21 14.11 
ニュージーランド 140.5 235.0 1. 2l 1. 7l 

ノルウェー 31. 0 94.0 3.09 4.18 
パキ旦夕 γ 3.1 4.2 0.90 1. 62 

パ ラ グ ァイ 4.9 ! 6.5 0.08 O. 14 
r、。 ル ー ヲ.6 10. 1 0.26 0.37 
7 イ リピ γ 3.3 5.9 2.11 3.47 

ポルトガノレ 7.1 18.7 1. 70 1. 98 

南アフリ カ 1 I. 2 16.7 0.16 0.30 

ス J、、a イ ン 44.8 1. 12 i 2.15 
ス、リランカ 3. 6 4.8 2.19 2.98 

ス り ナ ム 13.7 47.3 4.46 9.63 

スエーデ γ 43.0 I 122.7 2.33 3.20 

ス イ ス 2ヲ.2I 77.6 3.38 4.53 
ン、' リ ア 10.0 0.31 0.65 

七
4Eコ2、 湾 7.1 10.34 18.65 

卜 ノレ ::I 6.1 12.7 0.59 1. 09 

英 国 47.0 1. 94 3.09 

米 国 285.1 0.80 1. 16 

ベ不ズェラ 7.3 22.7 0.28 0.55 
6目 6 14.3 1. 14 2∞ 

注.本稿付録，付表Aより計算.



世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

八

に
豊
富
な
土
地
と
希
少
な
労
働
と
い
う
資
源
賦
存
を
反
映
し
て
労
働
生
産
性
は
極
め
て
高
い
が
、
土
地
生
産
性
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
土
地
が
希
少
で
人
口
調
密
な
ア
ジ
ア
諸
国
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
日
本

Q
と
や
台
湾
(
吋
白
)
の
土
地
生
産
性
は
極
め
て

高
く
、
逆
に
そ
の
労
働
生
産
性
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
資
源
賦
存
に
お
い
て
新
大
陸
固
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
間
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
で
は
、
労
働
生
産
性
・
土
地
生
産
性
と
も
に
中
間
的
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、

な
か
で
も
ベ
ル
ギ
ー
(
切
る

オ
ラ
ン
ダ

(
Zる
は

労
働
・
土
地
生
産
性
と
も
に
高
い
。

こ
れ
に
対
し
て
中
・
低
所
得
国
の
労
働
・
土
地
生
産
性
は
非
常
に
低
い
。
新
大
陸
に
あ
っ
て
土
地
資
源
が
比
較
的
豊
富
だ
と
考
え
ら

れ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
(
〉
る
で
も
、
土
地
生
産
性
で
は
高
所
得
新
大
陸
国
と
大
差
は
な
い
も
の
の
、
労
働
生
産
性
で
は
米
国
の
約
五
分

の
一
と
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ア
ジ
ア
の
低
所
得
国
で
も
、
例
え
ば
イ
ン
ド
公
ロ
)
の
土
地
生
産
性
は
台
湾
の
一

O
分
の
一

以
下
と
い
う
低
さ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
源
賦
存
の
違
い
に
よ
る
労
働
・
土
地
生
産
性
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
、
高
所
得
国
と
中
・
低

所
得
国
間
の
格
差
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

こ
の
よ
う
な
格
差
が
過
去
二

O
年
の
う
ち
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
を
第
三
図
に
よ

っ
て
み
て
み
よ
う
。

第
四
図
は
横
軸
に
労
働
生
産
性

(
Y
/
L
)
を
、
縦
軸
に
は
土
地
生
産
性

(
Y
/
A
)
を
そ
れ
ぞ
れ
対
数
目
盛
で
と
っ
て
、

一
九
六

O
年

か
ら
八

O
年
へ
の
各
国
の
動
き
を
矢
印
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
矢
印
の
始
点
が
一
九
六

O
年
時
点
の
位
置
で
あ
り
、
先

端
が
一
九
八

O
年
の
位
置
で
あ
る
。

つ
ま
り
矢
印
は
こ
の
ニ

0
年
間
に
お
け
る
労
働
・
土
地
投
入
の
変
化
の
も
と
で
の
農
業
産
出
の
成

長
経
路
を
示
し
て
い
る
。
第
四
図
の
右
上
の
す
み
か
ら
み
れ
ば
、
各
国
の
位
置
は
一
単
位
の
農
業
産
出
の
た
め
に
必
要
な
労
働
と
土
地

の
組
み
合
わ
せ
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
台
湾
(
司
る
、

オ
ラ
ン
ダ

(
Z
$、
ベ
ル
ギ
ー
(
切
品
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

(
Z
N
)
、
米
国

(
C
ω
)
を
結
ぶ
軌
跡
は
土
地
と
労
働
に
関
す
る
世
界
農
業
の
一
つ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
な
す
等
産
出
曲
線
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え



国際間労働生産性，土地生産性の推移(1960-1980年〕

1，000 

A!Y 

先端は1980年の

Y/L 

L!Y 
100 

モヨ
『

W 100 

95"例生産性(刈数日盛)

注.国名を示す略号は第 l表を参照.各矢印の始点は1960年を，

位置を示す.データは第 2表による.

第 4図
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4メ言
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字

山吉「

ら
れ
よ
う
。

さ
て
こ
こ
で
、
労
働
生
産

性

(
Y
/
L
)
を
土
地
生
産
性

(
Y
/
A
)
と
土
地
|
労
働
比

率
〈
A
/
L
)
に
分
解
す
れ
ば

次
の
よ
う
な
恒
等
式
が
得
ら

れ
る
。

(吋
¥

h

)

川
(
吋
¥
ヘ
同
)

×
(
凡
ミ
ト
)
・
・
・
・
・
・
・
・
・
(
】
)

従
っ
て
労
働
生
産
性
の
変
化

l土

h
z
m
(吋
¥

h

)

H
A
宮
崎
(
吋

¥K3

+
h
z
m
(ヘ
同
~
ト
)-・・(凶)

で
一
不
さ
れ
る
。

ま
た
第
四
図
は
両
対
数
目

九



盛
で
あ
る
か
ら
、

破
線
で
一
不
さ
れ
た
四
五
度
線
上
で
は
そ
れ
ぞ
れ
土
地
|
労
働
比
率
、
が
一
定
(
等
A
/
L
線
)
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ

世
界
農
業
の
生
産
樽
造
と
効
率
性

ニ
O

よ
り
例
え
ば
台
湾
(
吋
阻
)
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
(
耳
回
)
の
よ
う
に
、
等
A
/
L
線
と
平
行
に
動
い
て
い
る
国
は
、
凶
式
で

h
gぬ
(

k

芝
h
)
H
C

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
労
働
生
産
性
の
上
昇
が
土
地
生
産
性
の
上
昇
の
み
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

」
れ
に
対
し
て
、

エ
ジ
プ
ト
(
忠
む
や
ペ
ル

i
(
F
)
の
よ
う
に
等
A
/
L
線
よ
り
急
傾
斜
な
矢
印
(
h
-
c
m
(
九
日
~
ト
)
〈
。
)
を
も
っ
た

国
は
、
土
地
|
労
働
比
率
が
低
下
し
た
分
だ
け
労
働
生
産
性
の
上
昇
が
土
地
生
産
性
の
上
昇
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

逆
に
ベ
ル
ギ
ー
(
回
巾
)
、

カ
ナ
ダ
(
わ
る
、

米
国
(
巴

ω
)
な
ど
の
よ
う
に
矢
印
の
傾
き
が
等

A
/
L
線
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
(

h

}

晶

(
み
¥
ト
)
〉
。
)
国
で
は
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
は
土
地
生
産
性
の
上
昇
の
み
な
ら
ず
、

土
地
l
労
働
比
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
も
押
し
上

げ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

各
国
と
も
お
し
な
べ
て
、
政
府
の
農
業
政
策
や
個
々
の
農
家
の
経
営
努
力
に
よ
っ
て
農
業
産
出
を
増
大
さ
せ
、
農
業
者
一
人
当
た
り

の
所
得
を
増
加
さ
せ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
第
四
図
の
矢
印
が
右
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
点
に
表
わ
れ
て
い
る
と
も

言
え
よ
う
。

一
般
に
先
進
工
業
国
で
は
総
人
口
な
ら
び
に
労
働
力
の
増
加
率
は
低
く
、
非
農
業
部
門
へ
の
労
働
力
の
吸
収
が
強
い
た
め
、

農
業
労
働
力
は
一
九
六

O
年
か
ら
一
九
八

O
年
の
聞
に
急
速
に
減
少
し
、

そ
の
結
果
土
地
|
労
働
比
率
の
大
幅
な
上
昇
が
生
じ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
高
所
得
国
の
労
働
生
産
性
は
土
地
生
産
性
の
上
昇
の
み
な
ら
ず
、
図
の
右
方
に
位
置
す
る
よ
り
高
い
等

A
/
L
線
に
移
る

こ
と
に
よ
っ
て
一
層
高
い
成
長
を
実
現
し
得
た
と
言
え
よ
う
。

年
の
問
に
農
業
労
働
人
口
の
絶
対
的
な
増
加
を
も
た
ら
し
、

他
方
、
多
く
の
低
所
得
国
で
は
人
口
増
加
率
の
高
い
こ
と
や
非
農
業
部
門
の
労
働
吸
収
カ
の
小
さ
い
こ
と
が
相
ま
っ
て
、
過
去
二

O

そ
の
結
果
農
業
に
お
け
る
土
地
|
労
働
比
率
の
低
下
を
招
来
し
た
。
こ
の

こ
と
は
人
口
調
密
な
ア
ジ
ア
の
低
所
得
国
の
み
な
ら
ず
、

メ
キ
シ
コ
(
富
市
)
や
ベ
ル

i
(司
る
の
よ
う
な
歴
史
的
に
は
比
較
的
良
好
な



労働生産性，土地生産性，土地一労働比率のグループ。問比較

(1960-1980年〉

国得
戸

W
H叶

-
z
E
F
'
 

低国得
戸
什
川
1

-Fド
j
g中一

国
一

一
陸
一

一
大
一

園
口
円
一

得
一
間
一

所
一
献
一

高
一
均
一

第 3表

4.7 
(12) 

(6) 

9.9 
(24) 

23.9 
(21) 

31. 4 
(77) 

92.8 
(80) 

97.5 
(238) 

240. 1 
(207) 

平

41. 0 
(1∞) 

116.1 
(100) 

労 働 生 産 性

(Y/L:WU/男子農業有業者)

1960 

1. 04 
(47) 

1. 61 
(49) 

O. 76 
(35) 

1. 33 
(40) 

3.53 
(160) 

5.30 
(161) 

0.48 
(22) 

0.70 
(21) 

2.20 
(100) 

3.29 
(100) 

1980 

土地 生 産 性

(Y / A : WU /ha) 
lヲ60

4.6 
(24) 

4.0 
(11) 

13.1 
(70) 

18.0 
(51) 

8.9 
(48) 

(49) 

205.4 
(1，103) 

342.0 
(970) 

18.6 
(100) 

35.3 
(100) 

lヲ80

土地ー労働比率

(A/L :ha/男子農業有業者〉

1960 

lヲ80

5.9 

l23  
3.61 

注.値はすべて幾可平均. ( )内の数値は高所得彊の平均を 100とした指数を

示す.各グループの分類については第 l表参照.
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成長率

( 1 960-1980，年率?の
YjL 

Y/A 

AjL 

土
地
i
労
働
比
率
に
あ
っ
た
新

大
陸
諸
国
に
も
当
て
は
ま
ろ
う
。

一
九
六

0
年
代
に
は
新
大
陸
の

低
所
得
国
も
含
め
て
新
た
な
農

用
地
を
聞
く
た
め
の
限
界
費
用

は
急
速
に
高
く
な
っ
て
い
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

宇、-

の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
人
口

圧
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
濯

瓶
投
資
や
土
地
節
約
的
技
術
の

開
発
等
を
通
じ
て
土
地
生
産
性

を
上
昇
さ
せ
る
た
め
の
大
き
な

るす努
0'-'カ

カミ

払
わ
れ
fこ
と
考
え

ら
れ

つ
ま
り
低
所
得
国
で
は
土

地
生
産
性
を
上
昇
さ
せ
る
多
大

な
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

土
地
|
労
働
比
率
の
低
下
に
も



た
グ
ル
ー
プ
聞
の
生
産
性
や
土
地
労
働
比
率
の
比
較
を
行
な
う
こ
と
に
し
よ
う
。
結
果
は
第
3
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

ハ
問
)

か
か
わ
ら
ず
労
働
生
産
性
の
上
昇
を
達
成
で
き
た
と
も
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
土
地
!
労
働
比
率
が
一
定
あ
る
い
は
減
少
し
て
い

る
限
り
に
お
い
て
労
働
生
産
性
の
上
昇
率
が
高
所
得
国
の
伸
び
に
比
べ
て
低
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
高
所
得
固
と
低
所
得
国
の
農
業
成
長
の
違
い
を
よ
り
明
確
に
見
る
た
め
に
、
高
・
中
・
低
と
所
得
別
に
三
つ
に
区
分
し

ば
高
所
得
国
と
低
所
得
国
の
聞
の
労
働
生
産
性
格
差
は
過
去
ニ
O
年
の
聞
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
低
所
得
国

の
労
働
生
産
性
は
一
九
六
O
年
の
四
・
七
W
U

(
小
麦
単
位
)
か
ら
一
九
八
O
年
の
六
・
四
W
U
に
増
加
し
、

こ
の
間
の
年
平
均
成
長

率
は
一
・
七
%
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
間
の
高
所
得
国
の
労
働
生
産
性
は
四
一

-
O
W
U
か
ら
一
一
六
・
一
W
U
へ
と
五
・

九
%
の
成
長
率
で
増
加
し
た
た
め
、
低
所
得
国
の
労
働
生
産
性
は
高
所
得
国
の
労
働
生
産
性
の
一
一
一
%
か
ら
わ
ず
か
六
%
へ
と
低
下
し

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
土
地
生
産
性
で
み
れ
ば
、
低
所
得
国
に
お
い
て
も
一
九
六
O
年
の
一
・
O
四
W
U
か
ら
一
九
八
O
年
の
一
・

六
一
W
U
へ
と
上
昇
し
、
高
所
得
固
と
の
比
率
に
お
い
て
も
そ
の
四
七
%
か
ら
四
九
%
へ
と
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
低
所
得
国
の
労
働
生
産
性
が
高
所
得
固
と
比
較
し
て
相
対
的
に
低
下
し
た
の
は
、

ひ
と
え
に
土
地
1

労
働
比
率
の

減
少
に
起
因
し
て
い
る
。
低
所
得
国
の
土
地
労
働
比
率
は
過
去
二
O
年
の
聞
に
-
両
所
得
固
と
の
関
係
に
お
い
て
ニ
四
%
か
ら
一
一
%

へ
と
相
対
的
に
減
少
し
た
だ
け
で
な
く
、
男
子
農
業
有
業
者
一
人
当
た
り
四
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
四
・
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
と
絶
対
的

に
も
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
低
所
得
国
の
成
長
経
路
は
、
土
地
生
産
性
、
土
地
労
働
比
率
と
も
に
上
昇
し
た
中
所
得
国

に
比
べ
て
も
不
利
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
所
得
国
に
お
い
て
も
土
地
生
産
性
が
高
所
得
国
と
の
比
率
で
三
五
%
か
ら
四
O
%
へ
と
大
き
く
上
昇
し
た
も
の

の
、
労
働
生
産
性
は
二
四
%
か
ら
二
O
%
へ
と
低
下
し
て
お
り
、
旧
大
陸
の
高
所
得
国
の
労
働
生
産
性
が
そ
の
平
均
と
の
比
較
に
お
い



L
線
が
お
お
よ
そ
一
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
/
男
子
農
業
有
業
者
)
の
周
辺
に
分
布
し
て
い
る
。

第
二
は
イ
ス
ラ
エ
ル
(
同
日
)
、

ト
ル
コ

て
七
七
%
か
ら
八
O
%
へ
と
増
加
し
た
の
と
対
照
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
所
得
国
の
土
地
l
労
働
比
率
が
絶
対
水
準
で
は
一
三
・

一
か
ら
一
八
・
O
と
上
昇
し
た
も
の
の
、
相
対
的
に
は
七
O
%
か
ら
五
一
%
へ
と
低
下
し
た
た
め
で
あ
り
、

旧
大
陸
の
高
所
得
国
に
比

べ
れ
ば
中
所
得
国
に
お
け
る
土
地
l
労
働
比
率
の
上
昇
が
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

さ
て
再
び
第
四
図
に
も
ど
っ
て
各
国
の
矢
印
の
方
向
を
観
察
す
れ
ば
、
同
じ
発
展
段
階
に
あ
る
国
で
は
そ
の
方
向
が
似
か
よ
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
位
置
は
初
期
の
資
源
賦
存
の
違
い
に
応
じ
て
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
大
ま
か
に

分
け
て
三
つ
の
分
布
に
分
け
ら
れ
よ
う
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
分
布
は
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
賦
存
を
反
映
し
た
長
期
の
成
長
経
路
を
表
わ
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
第
一
は
、

リ
ビ
ア
(
ピ
)
や
南
ア
フ
リ
カ

(ω
〉
)
を
含
め
た
新
大
陸
国
の
成
長
経
路
で
あ
り
、
等
A
/

(叶ロ)、

シ
リ
ア
(
∞
可
)
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
な
る
成
長
経
路
で
あ
り
、
等
A
/
L
線
H

一
O
の
周
辺
に
あ
り
、
第
三
は
エ
ジ

プ
ト
(
何
m)
や
モ

l
リ
シ
ヤ
ス
(
亘
る
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
の
成
長
経
路
で
あ
る
。
こ
れ
は
等
A
/
L
線
H

一
の
付
近
に
分
布
し
て
い

る

こ
の
三
つ
の
経
路
の
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
例
と
し
て
、
新
大
陸
国
の
中
か
ら
米
国
を
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
を
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
中
か
ら
日
本
を
選
ん
で
、

一
八
八
O
年
か
ら
一
九
八
O
年
ま
で
の
長
期
の
成
長
経
路
を
示
し
た
の
が
第
五
図
で
あ
る
。

各
々
の
成
長
経
路
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
・
労
働
賦
存
の
も
と
で
の
長
期
的
な
農
業
成
長
過
程
を
代
表
的
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ア
ジ
ア
で
は
歴
史
的
に
土
地
が
最
も
大
き
な
制
約
要
因
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
日
本
や
台
湾
な
ど
で
は
こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
他
の

要
素
、
例
え
ば
、
肥
料
に
代
替
す
る
努
力
が
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
、
台
湾
の
成
長
過
程
を
、

ア
ジ
ア
の
開

発
途
上
諸
国
は
そ
の
経
済
発
展
段
階
に
応
じ
た
ラ
グ
を
も
ち
つ
つ
、

た
ど
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
五
図
で
は
日
本
、
デ
ン
マ

1

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性



日本，デンマーク，米国の長期成長経路(1880-1980年〉第 5図
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労働生産性 (WU!男子農業ゐiZ者，対数日盛)O 

二
四

ク
、
米
国
の
長
期
成
長
経
路

に
加
え
て
、

そ
の
他
の
何
カ

国
か
に
つ
い
て

一
九
八

O

年
の
位
置
と
工
業
化
指
標
で

あ
る
非
農
業
労
働
人
口
比
率

が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に

よ
れ
ば
、
例
え
ば
パ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
は
一
八
八

O
年
の
日

本

モ
l
リ
シ
ヤ
ス
は

九
六

O
年
の
日
本
の
位
置
に

近
く
、

ま
た
工
業
化
の
程
度

も
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
日
本
と

似
か
よ
っ
た
水
準
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

日
本
で
は
一
九
六

O
年
以

降
、
非
農
業
部
門
へ
の
労
働

力
の
流
出
を
背
景
に
労
働
節



そ
の
結

約
的
、
機
械
使
用
的
技
術
進
歩
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
多
く
の
ア
ジ
ア
の
開
発
途
上
諸
国
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
急

速
に
高
ま
っ
て
き
た
人
口
圧
力
を
吸
収
す
る
に
足
る
工
業
化
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

農
業
労
働
人
口
の
絶
対
的
増
加
に
よ
っ
て
、
土
地

ー
労
働
比
率
の
低
下
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、

い
わ
ゆ
る
「
緑
の
革
命
」
に
よ
っ
て
一
九
六

0
年
代
末
頃
よ

り
導
入
さ
れ
始
め
た
米
麦
の
肥
料
感
応
的
な
高
収
量
品
種
は

こ
れ
ら
の
国
の
農
業
生
産
に
お
け
る
制
約
要
因
と
な
っ
て
い
る
土
地
を

節
約
し
、
肥
料
等
に
代
替
さ
せ
る
方
向
の
技
術
進
歩
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
第
一
立
阜
で
述
べ
た
よ
う
に
誘
発
的
技
術
進
歩
仮
説
で
は
、

相
対
的
に
高
価
と
な
っ
た
資
源
を
節
約
す
る
よ
う
な
方
向
に
技
術
進
歩
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
お
。
こ
れ
は
正
に
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い

て
生
じ
て
い
る
技
術
進
歩
が
、
誘
発
的
技
術
進
歩
仮
説
に
よ
っ
て
整
合
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
制
約
要
因
が
土
地
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
新
大
陸
諸
国
で
は
歴
史
的
に
労
働
が
希
少
で
あ
り
、

め
に
労
働
か
ら
機
械
へ
の
代
替
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
一
人
当
た
り
の
耕
作
面
積
を
拡
大
す
る
努
力
が
払
わ
れ
た
。

こ
れ
に
対
処
す
る
た

果
、
新
大
陸
の
先
進
国
で
は
農
業
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
非
常
な
優
位
を
得
る
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
新
大
陸
に
あ
る
開

発
途
上
国
で
は
、
過
去
二

0
年
間
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
人
口
圧
力
が
強
か
っ
た
た
め
に
ア
ジ
ア
諸
国
と
同
様
の
方
向
に
進
ん
で
き
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
こ
れ
ら
の
国
の
農
業
労
働
人
口
が
絶
対
的
に
減
少
し
始
め
る
よ
う
な
発
展
段
階
に
達
す
る
ま
で

続
く
で
あ
ろ
う
。

注
(

6

)

(

7

)

 

(

8

)

 

(

ヲ

)

(

山

)

本
章
は
同
副
司
白
同
一
円
高
曲
口
仏
国
国
可
曲
目
』
〔
5
〕
の
第
て
ニ
章
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

括
弧
内
の
略
号
と
国
名
と
の
対
応
は
第
二
章
の
第
l
表
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。

出
白
河
曲
目
即
白
白
色
烈
子
ロ
n
E
〔
ロ
〕
、
第
三
章
を
参
照
。

同日
rznrF
白口《】図。『
ωSF
〔7
〕
を
参
照
。

唯
一
の
例
外
は
バ

γ
グ
ラ
デ
シ
ュ
(
切
る
で
あ
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
過
去
二

0
年
間
に
土
地
生
産
性
は
年
平
均
一
・
九
%
の
増
加
を

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

二
五



世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

二
六

示
し
た
も
の
の
、
土
地
|
労
働
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
ニ
・
四
%
と
大
き
く
悪
化
し
た
た
め
、
結
果
と
し
て
労
働
生
産
性
は
減
少
し
て
い
る
。

(
日
)
誘
発
的
技
術
進
歩
仮
説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
出
国
司
同

E
E
L
月
三
宮
口
〔

M
〕
第
六
章
、
ロ

E
2
5ロ
m
R
〔
羽
〕
、
〔
討
〕
を
参
照
せ
よ
。

(=ヰ

労
働
・
土
地
代
替
過
程

前
節
に
お
い
て
、
農
業
の
成
長
過
程
は
労
働
や
土
地
が
非
農
業
部
門
か
ら
供
給
さ
れ
る
近
代
技
術
的
要
素
へ
代
替
し
て
ゆ
く
過
程
と

こ
と
に
よ
り
、

そ
こ
で
本
節
で
は
、
土
地
|
労
働
比
率
や
土
地
生
産
性
と
近
代
技
術
的
要
素
投
入
と
の
関
係
を
国
際
間
で
み
る

こ
の
労
働
・
土
地
代
替
過
程
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
六
図
は
土
地
|
労
働
比
率

(
A
/
L
)
と
男
子
農
業
有

し
て
と
ら
え
ら
れ
た
。

業
者
一
人
当
た
り
の
機
械
賦
存
量

(
M
/
L
)
の
関
係
を
み
た
も
の
で
あ
り
、
第
七
図
は
土
地
生
産
性

(
Y
/
A
)
と
農
用
地
面
積
当
た
り

の
肥
料
投
入

(
F
/
A
)
の
関
係
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
機
械
は
労
働
代
替
的
投
入
要
素
を
表
わ
す
代
理
変
数
で
あ
り
、
肥
料
は

土
地
代
替
的
投
入
要
素
全
体
を
表
わ
す
代
理
変
数
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
六
図
か
ら
土
地
|
労
働
比
率

(
A
/
L
)
と
機
械
|
労
働
比
率

(
M
/
L
)
が
正
の
相
聞
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
れ

は
労
働
の
希
少
性
が
農
業
生
産
に
お
け
る
制
約
要
因
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、

機
械
投
資
の
増
大
に
よ
っ
て
機
械

l
労
働
比
率

が
上
昇
し

一
人
の
農
業
者
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
る
農
用
地
面
積
が
拡
大
し
て
行
く
過
程
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
七
図
の
土

地
と
肥
料
の
場
合
も
同
様
に
、
土
地
の
制
約
を
ゆ
る
め
る
た
め
に
農
用
地
当
た
り
の
肥
料
投
入
を
増
大
さ
せ
る
過
程
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

第
八
図
は
土
地
当
た
り
肥
料
投
入

(
F
/
A
)
を
縦
軸
に
、
機
械
|
労
働
比
率

(
M
/
L
)
を
横
軸
に
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ

れ
ば
台
湾
(
吋
白
)
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
(
司
ご
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
は
垂
直
に
近
い
方
向
、

す
な
わ
ち
肥
料
投
入
の
増
大
に
重
点
を
置
い
た

方
向
に
動
い
て
い
る
。

ま
た
米
国

(
C
ω
)
や
カ
ナ
ダ
(
門
限
)
等
の
新
大
陸
国
は
水
一
平
に
近
い
方
向
、
す
な
わ
ち
機
械
投
資
の
増
大
に



第6図 土地ー労働比率，機械一労働比率の国際比較 (1960-1980年〉
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第日図肥料投入，機械ー労働比率の国際比較 (1960-1980年)
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〈単位:%) 

|耕地比率

耕地比率の地域別平均値1)(1980年〕第4表

域

新大陸諸国(13)'> 26. 1 I旧大陸諸国 (31)

うち うち

北アメリカ (2) I 50. 7 I ヨ ーロッバ(17)

南・中央アメリカ(ヲ) I 20.3 I 7 7 リ カ (4)

オセアニア (2) I 8.8' ア ジ ア(10)

注. 1) 農用地面積でウェート付けした加重平均である.データは本稿付録，付

表A，A22-24による.

2) ()内の数字は平均をとった国の数を示す.

地|耕地比率|域地

63.1 

58.3 

18.6 

81. 6 

O 

重
点
を
置
い
た
方
向
に
動
い
て
い
る
。
こ
の
対
照
的
な
動
き
の
方
向
と
、
第
六
図
、
第
七
図

の
結
果
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
前
節
で
述
べ
た
ア
ジ
ア
と
新
大
陸
の
成
長
経
路
の
違
い
、
が
一

層
明
確
に
理
解
で
き
よ
う
。
土
地
の
制
約
の
強
い
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
主
と
し
て
土
地
代
替
過

程
、
労
働
の
制
約
の
強
い
新
大
陸
諸
国
で
は
主
と
し
て
労
働
代
替
過
程
を
通
じ
て
農
業
成
長

を
達
成
し
て
き
た
と
言
え
る
。

再
び
第
六
図
に
よ
れ
ば
、
土
地
|
労
働
比
率
と
機
械
1

労
働
比
率
は
お
お
む
ね
正
に
相
関

し
て
い
る
が
、

そ
の
分
布
に
は
地
域
に
よ
っ
て
偏
り
が
観
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
大
陸

諸
国
は
図
の
上
方
に
偏
在
す
る
傾
向
が
あ
り
、

ま
た
ア
ジ
ア
諸
国
は
図
の
下
方
に
偏
在
す
る

傾
向
に
あ
る
。
ま
た
第
七
図
で
は
こ
れ
と
は
逆
の
傾
向
、
す
な
わ
ち
新
大
陸
諸
国
は
下
方
に
、

ア
ジ
ア
諸
国
は
上
方
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
聞
の
偏
在
は
、
各
地
域
の
土
地

利
用
形
態
の
違
い
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
新
大
陸
諸
国
は
歴
史
的
に
人
口
希
薄
で
あ
り
、

農
用
地
の
多
く
の
部
分
を
永
年
放
草
地
で
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、

旧
大
陸
諸
国
で
は
耕
地

の
比
率
が
高
く
、

(第
4
表
参
照
)
。

な
か
で
も
ア
ジ
ア
諸
国
の
耕
地
比
率
は
一
段
と
高
い

ま
た
一
般
に
永
年
放
草
地
の
割
合
が
高
い
場
合
に
は
農
用
地
面
積
当
た
り
に
必
要
な
機
械
は

少
な
く

か
つ
土
地
生
産
性
は
低
く
な
ろ
う
。

そ
こ
で
本
節
で
提
示
し
た
仮
説
、
す
な
わ
ち
土
地
l
労
働
比
率

(
A
/
L
)
と
機
械
|
労
働

比
率

(
M
/
L
〉
の
正
の
相
関
関
係
、

お
よ
び
土
地
生
産
性

(
Y
/
A
)
と
土
地
当
た
り
肥
料
投



第 5表土地一労働比率と機械一労働比率，土地生産性と肥料投入

に関する回帰式の推計結果 (1960，1980年プールデータ〉

決51子数|標準誤差

0.817 O. 747 E1 

0.55ヲ0.814 

( )内の数値は推定回帰係数の標準誤差.

Fイム・ダミ -111960=0， 1980=1. 

E2 

注. 1) 

2) 

入

(
F
/
A
)
の
正
の
相
関
関
係
、
言
い
か
え
れ
ば
労
働
か
ら
機
械
へ
、
土
地
か
ら
肥
料
へ
と

い
う
代
替
過
程
を
確
認
す
る
た
め
に

一
九
六

O
年
と
一
九
八

O
年
を
プ
ー
ル
し
た
多
国
間

資
料
を
も
と
に
次
の
よ
う
な
回
帰
を
試
み
た
。

-
o
m
(
九
回
¥
ト
)
H
a
e
+
?
-
Cぬ
(
h
A
ミ
ト
)
+
E
N
-
o
m
(門
川
¥
み

)
+
K
r
u
-
-
:
:
-
j
i
-
-
(開
3
・

】
。
ぬ
(
州
、

~
K
3
H
a
w
+ア
-
。
ぬ
(
、
¥
へ
同
)
十
『

L
c
m
(
。
~
九
日
)
+
F
U
-
-・
:-ji---(
開
N
)
u

た
だ
し

(
C
/
A
)
は
農
用
地
(
永
年
放
草
地
を
含
む
)
に
対
す
る
耕
地
の
比
率
で
あ
り
、

D
は
一
九
六

O
年
に
つ
い
て
は
じ

H
O
、

一
九
八

O
年
に
つ
い
て
は
む
H
H
の
値
を
と
る
タ

イ
ム
・
ダ
ミ

l
変
数
で
あ
る
。

推
計
結
果
は
第
5
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
機
械
|
労
働
比
率

(
M
/
L
)

と
土
地
当
た
り
肥
料
投
入

(
F
/
A
)
の
係
数
は
と
も
に
正
で
あ
っ
て
か
つ
十
分
に
有
意
で
あ

る
。
次
に
耕
地
比
率

(
C
/
A
)
の
係
数
は
、
土
地
|
労
働
比
率

(
A
/
L
)
に
関
す
る
回
帰
式

(
何
回
)
で
は
正
で
あ
り
、
土
地
生
産
性

(
Y
/
A
)
の
回
帰
式
(
同
N

)

で
は
負
で
あ
っ
て
、

両
者
と
も
に
十
分
に
有
意
で
あ
る
。
ま
た
両
回
帰
式
と
も
決
定
係
数
か
ら
み
て
か
な
り
良
好

な
当
て
は
ま
り
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
土
地
|
労
働
比
率
の
国
際
間
格
差
は
耕
地
比
率
で
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
土
地
利
用
形
態
の
違
い
を
調
整
し
た
も
と
で
、

そ
の
多
く
の
部
分
を
機
械
等
の
労
働
代
替

的
要
素
の
投
入
量
の
差
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
土
地
生
産
性
に



従
っ
て
、
機
械
投
資
の
増
大
に
よ
っ
て
一
人
の
農
業
者
が
耕
作
で
き
る
農
用
地
面
積
が
拡
大
し
、
労
働
の
制
約
が
緩
和
さ
れ
、

ま
た

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

つ
い
て
も
同
様
に
、
土
地
の
調
整
を
し
た
う
え
で
、

そ
の
多
く
の
部
分
が
肥
料
等
の
土
地
伐
審
的
要
素
の
投
入
量
の
差
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
る
。
更
に
両
回
帰
式
と
も
タ
イ
ム
・
ダ
ミ

l
変
数
の
係
数
が
統
計
的
に
ゼ
ロ
と
有
意
差
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
の
関
係
が

一
九
六

O
年
か
ら
一
九
八

O
年
に
か
け
て
基
本
的
に
は
変
化
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

肥
料
投
入
の
増
大
が
土
地
生
産
性
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
土
地
の
制
約
を
緩
和
す
る
関
係
が
国
際
的
に
観
察
さ
れ
、

か
っ
そ
の

関
係
が
過
去
二

0
年
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

目
、
生
産
効
率
の
国
際
比
較

第
三
章
で
は
、
労
働
・
土
地
生
産
性
や
近
代
技
術
的
要
素
の
投
入
水
準
を
国
際
間
で
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
各
国
で
過
去

二
0
年
間
に
生
じ
た
技
術
進
歩
の
方
向
が
、
誘
発
的
技
術
進
歩
仮
説
に
照
し
て
非
常
に
整
合
的
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か

し
労
働
生
産
性
や
土
地
生
産
性
に
よ
る
分
析
は
あ
く
ま
で
パ

l
シ
ヤ
ル
な
接
近
で
あ
っ
て
、
各
国
で
生
じ
た
誘
発
的
技
術
進
歩
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
生
産
効
率
、
が
ど
の
程
度
改
善
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、
各
国
の
農
業
技
術
の
効
率
性
の
比
較
を
、
技
術
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
超
生
産
関
数
か
ら
の
距
離
で
定
義
さ

れ
る
総
合
生
産
性
指
標
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
う
。

こ
こ
で
言
う
総
合
生
産
性
指
標
(
叶

o
E
3
2
2
H
J
a
z
E
Z可

H
E
R
)
は、

総
産
出
と
慣
行
的
投
入
要
素
の
集
計
量
と
の
比
率
で
あ
っ
て
、
異
時
点
間
の
産
出
の
成
長
に
対
す
る
生
産
効
率
の
改
善

を
表
わ
す
指
標
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る

(
F
Z
5
8
5仏
国
弔
問
弓
〔
初
出
。
本
章
で
は
こ
の
総
合
生
産
性
指
標
を

多
国
間
資
料
に
適
用
す
る
。



同
式
で
(
州
、
之
hH)
は
労
働
生
産
性
指
数
、

(
F
~
~ど
)
は
農
業
有
業
者
一
人
当
た
り
総
投
入
指
数
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
基
準
国
を
一

注(門
M

)

本
章
は
間
同
唱
曲
問
。
。
凶
ロ
仏
国
曲
可
同
国
岡
山
〔
お
〕
に
基
づ
い
て
い
る
。

ト)

分
析
手
法

総
合
生
産
性
指
標
は
一
般
に
国
民
経
済
な
い
し
は
、

あ
る
経
済
部
門
の
成
長
率
を
測
る
の
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
そ

の
ま
ま
多
国
間
資
料
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
わ
ば
総
合
生
産
性
多
国
間
指
標
と
い
っ
た
も
の
を
求
め
る
こ
と
に
す
る
。
総
合

生
産
性
指
標
は
、
総
産
出
/
総
投
入
で
与
え
ら
れ
る
。

総
投
入
は
そ
れ
ぞ
れ
の
投
入
要
素
に

の
ち
ほ
ど
推
計
さ
れ
る
生
産
弾
力
性
の

値
で
も
っ
て
加
重
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
総
投
入
指
数
と
し
て
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

句

"
H
河同日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

:(ω)

こ
こ
で
〉
は
・
1

国
の
総
投
入
指
数
で
あ
り
、
同
ミ
は
-z
国
の
j
投
入
要
素
の
数
量
指
数
で
あ
る
。

ま
た
矛
は
要
素
j
の
生
産
弾

力
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
-z
国
の
総
合
生
産
性
指
標
(
同
じ
は

同

11 
〆四、

吋
、、、
....... 
¥J  

× 
ド4

g 

s‘ 

で
与
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
凶
式
を
書
き
直
し
て

同

11 

"-"'1，，-..， 
~I 吋

Fl主、-'1、J
× 

g 

c.n 

こ
こ
で
「
は
-z
国
の
男
子
農
業
有
業
者
数
で
あ
る
。

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性



れ
る
生
産
関
数
は
推
計
手
続
き
や
結
果
の
解
釈
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
コ
ッ
プ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
と
す
る
こ
と
と
し
、

ま
た
規

世
界
最
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

四

0
0と
す
る
百
分
率
で
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
同
式
に
沿
っ
て
分
析
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
が
、

そ
の
際
総
投
入
指
数
の
ウ
エ

l

ト
に
は
、
各
国
と
も
多
国
間
資
料
か
ら
推
定
し
た
共
通
の
生
産
弾
力
性
の
値
を
使
用
す
る
。
こ
れ
は
技
術
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
超

生
産
関
数
の
存
在
を
仮
定
し
、

そ
れ
を
効
率
性
比
較
の
基
準
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
閉
式
で
定
義
さ
れ
る
総
合
生
産
性
指
標
は

超
生
産
関
数
か
ら
の
距
離
で
測
っ
た
農
業
生
産
の
効
率
性
と
な
る
わ
け
で
、
当
然
基
準
と
な
る
国
は
超
生
産
関
数
上
に
あ
る
国
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
基
準
国
と
し
て
一
九
八

O
年
の
米
国
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
一
九
八

O
年
に
お
け
る
技
術
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
、
す
な
わ
ち
超
生
産
関
数
上
に
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
米
国
、
ベ
ル
ギ
ー
、

オ
ラ
ン
ダ
、
台
湾
の
う
ち
(
前
出
第
三
図
参
照
〉
、

米
国
の
労
働
生
産
性
が
最
も
高
く
、
総
合
生
産
性
指
標
と
指
数
表
示
の
労
働
生
産
性
と
の
比
較
が
容
易
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て

す
べ
て
の
指
数
は
米
国
の
一
九
八

O
年
の
値
か
ら
の
百
分
率
で
表
わ
さ
れ
る
。

指
数
の
作
成
に
使
用
す
る
デ

i
タ
は
第
二
章
の
多
国
間
資
料
に
お
け
る
農
業
産
出
(
Y
)
と
五
種
類
の
慣
行
的
投
入
要
素
、
労
働
(

L

)

、

土
地
ハ
A
)、
農
業
の
内
部
的
資
本
蓄
積
を
表
わ
す
家
畜
(

S

)

、
非
農
業
部
門
か
ら
供
給
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
労
働
代
替
的
、
土
地
代
替
的

要
素
全
体
の
代
理
変
数
で
あ
る
機
械
(

M

)

と
肥
料

(
F
〉
で
あ
る
。
ま
た
指
数
は
分
析
対
象
で
あ
る
四
四
ヵ
国
に
つ
い
て
一
九
六

O
年

と
一
九
八

O
年
の
も
の
を
作
成
し
た
。
た
だ
し
呉
時
点
聞
で
の
効
率
性
の
比
較
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、

一
九
六

O
年
に
つ
い
て
も

九
八

O
年
の
超
生
産
関
数
か
ら
の
距
離
で
定
義
し
た
。
従
っ
て
一
九
六

O
年
に
お
け
る
基
準
国
も
一
九
八

O
年
の
米
国
で
あ
る
。

同

生
産
弾
力
性
の
推
計

総
投
入
指
数
の
作
成
に
使
用
さ
れ
る
生
産
弾
力
性
は
、
多
国
間
資
料
に
基
づ
く
国
際
間
農
業
生
産
関
数
か
ら
求
め
ら
れ
る
。
推
計
さ



そ
こ
で
、
多
重
共
線
性
に
よ
る
悪
影
響
を
回
避
す
る
た
め
に
、

。
戸
∞
の
他
に
主
成
分
回
帰
(
旬
。
ど
も
あ
わ
せ
て
試
札
問
。

俳句

模
の
経
済
性
の
存
否
を
検
証
す
る
た
め
に
、
産
出
お
よ
び
投
入
の
デ

l
タ
は
そ
れ
ぞ
れ
各
国
の
農
家
戸
数
で
割
っ
て
い
る
。
従
っ
て
生

産
関
数
は
農
家
単
位
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
推
計
に
あ
た
っ
て
は
、
多
国
間
資
料
の
う
ち
農
家
戸
数
の
得
ら
れ
な
か
っ
た
ス
リ
ナ

ム
を
除
く
残
り
の
四
三
ヵ
国
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
先
進
国
と
開
発
途
上
国
を
区
分
す
る
カ
ン
ト
リ
ー
・
ダ
ミ

1
変
数
を

回
帰
式
に
加
え
る
こ
と
に
し

は
ダ
ミ

l
変
数
の
値
を
1
に、

一
九
八

O
年
に
お
け
る
一
人
当
た
り
G
N
P
が
四

O
O
O
U
S
ド
ル
以
下
の
開
発
途
上
国
一
一
一
一
ヵ
国
に

そ
の
他
の
一
一
一
ヵ
国
〈
先
進
国
)
に
は
ダ
ミ
l
変
数
の
値
を
0
に
置
い
切

推
計
の
結
果
は
第
6
表
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。
各
回
帰
係
数
の
値
は
生
産
の
弾
力
性
で
あ
り
、
括
弧
内
に
そ
の
標
準
誤
差
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
合
わ
せ
て
自
由
度
調
整
ず
み
の
決
定
係
数
、
回
帰
の
標
準
誤
差
お
よ
び
投
入
要
素
の
係
数
和
と
そ
の
標
準
誤
差
が
示
さ
れ

て
い
る
。
推
計
に
際
し
て
問
題
と
な
っ
た
の
は
多
重
共
線
性
が
強
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
土
地

(
A
)
と
家
畜
(

S

)

の
間
の
相
聞
が
特

(

U

)

 

に
高
く
、
そ
の
た
め
最
小
自
乗
法
(
。
円

ω)
に
よ
る
推
計

(
ρ
y
O
介
。
吋
)
で
は
、

土
地
の
係
数
の
値
は
有
意
で
な
い
、

あ
る
い
は

負
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
家
畜
を
説
明
変
数
か
ら
除
外
し
た
回
帰
式
の
推
計

(
β
p
o
p
o
g
で
は
土
地
の
係
数
は
正
で
か
つ
十
分

有
意
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
土
地
と
家
畜
の
聞
の
強
い
相
関
関
係
の
た
め
に
、
家
畜
を
含
む
回
帰
式

(
O
Y
O
介
。
吋
)
で
は
、

正
確
な

推
定
値
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

。
河
に
お
い
て
ど
の
主
成
分
を
除
去
す
る
か
の
基
準
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
推
計
結
果
が
よ
り
安
定
的
で
あ
っ
た
と
い
う
理

由
か
ら
固
有
値
基
準
(
わ
担
U

い
わ

E
E
2
2
5
w
m
g件
。
号

2
5ロ
)
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
固
有
値
の
小
さ
い
も
の
か
ら
順

除 に
去除
す 去
るし
こ で
とゆ
にく
し(方
た16法
。 で

あ
'つ

こ
こ
で
は
残
り
の
固
有
値
に
よ
っ
て
説
明
変
数
の
変
動
が
九
五
%
説
明
し
う
る
点
ま
で
固
有
値
を

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

五
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第6表多国間資料 (43ヵ国〕に基づく国際間農業生産関数の推計結果(1960-1980年〉

推計年 次

推計方法り OLS 

回帰式番号 (Ql) 

労 働(L) 0.424 
(0. 146)') 

土 地(A) -0.∞B 
(0.075) 

家 *(S) 0.317 
(0.097) 

目巴 料(F) 0.201 
(0.066) 

機 械(M) ← 0.290 
(0.218) 

カ'./トリー・ダミー 0.119 
(開発途上国) (0.066) 

タイム・ダミー

(1980) 

決定係数(R') 0.905 

標準誤差 0.346 

生産弾力性の和 1. 052 
(0.110) 

1960 

OLS I PCR 

(Q2) I附

0.556 0.504 
(0. 157) (0.119) 

o. 147 0.081 
(0.065) (0.026) 

o. 186 
(0.042) 

o. 188 o. 188 
(0.074) (0.032) 

O. 156 0.113 
(0.073) (0.020) 

一0.381 一0.451
(0.243) (0. 190) 

0.880 0.899 

0.388 0.357 

1. 047 1. 071 
(0.124) (0.1叩)

注.1) OLS(最小自乗法)， PCR (主成分回帰).

2) 括弧内の数値は回帰係数の標準誤差.

1980 1960 & 1980 pooled 

OLS I OLS I PCR I OLS I OLS I PCR 

剛 i附 I(Q6) I (Q7) I (Q8) I剛

0.369 
(0.115) 

0.026 
(0.071) 

0.331 
(0.099) 

0.224 
(0.079) 

0.121 
(0.074) 

一0.596
(0.224) 

0.934 

0.335 

1. 071 
(0.084) 

0.48ヲ
(0.123 

0.198 
(0.054 

0.251 
(0.089 

0.131 
(0.083 

-0.770 
(0.246 

0.915 

0.378 

1. 07C 
(0.095 

0.406 
)1 (0.082) 

0.077 
)1 (0.027) 

0.256 
(0.043) 

0.224 
)1 (0.038) 

0.111 
)1 (0.回 4)

-0.703 
)1 (0.184) 

0.932 

0.338 

し074
)1 (0.077) 

0.350 0.485 0.433 
(0.0叩) (0.099) (0.068) 

0.014 0.197 0.080 
(0.052) (0.042) (0.021) 

0.353 0.245 
(0.070) (0.036) 

0.218 0.220 0.190 
(0.050) (0.057) (0.024) 

O.IC児 O. 128 0.105 
(0.048) (0.055) (0.015) 

-0.450 0.598 -0.621 
(0. 157) (0.177) (0. 125) 

0.073 o. 135 O. 149 
(0.099) (0.113) (0.088) 

0.922 0.898 0.919 

0.347 0.398 0.354 

1. 036 1.030 1. 054 
(0.067) (0.077) (0.064) 



1960年， 198C年における生産弾力性の安定性に関する共分散分析第 7表

号番式帰回

量計F-統
1960， 80プール1980 1960 

I. 51 

I. 51 

Q7 

Q9 

F一統計量(理論値，自由度 6，72) 

5%有意水準

1%有意水準

Q4 

Q6 

Ql 

Q3 

2.25 

3.12 

2.20 Q8 

F-統計量(理論値，自由度 5，74) 

5%有意水準

1%有意水準

Q5 Q2 

2.37 

3.34 

デ
ー
タ
の
精
度
を
考
慮
す
れ
ば
、

O
F
ω
に
よ
る
土
地
の
係
数
を
除
い
て
他

の
係
数
の
推
計
結
果
は
ほ
ぼ
統
計
的
に
有
意
で
あ
る
。
ま
た
可
。
到
に
よ
る
も

の
は
。
戸

ω
と
比
べ
て
土
地
の
係
数
の
値
は
増
加
し
、
家
畜
の
係
数
の
値
は
減

少
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
予
想
に
十
分
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、

可
。
到
に

よ
る
係
数
の
値
は
そ
の
大
き
さ
か
ら
も
有
意
水
準
か
ら
も
非
常
に
良
好
で
あ
る

〈

η
)

と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
の
回
帰
式
は
慣
行
的
投
入
要
素
の
み
を
扱
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
教

育
や
研
究
な
ど
の
非
慣
行
的
投
入
要
素
を
含
め
た
推
計
で
も
慣
行
的
投
入
要
素

の
生
産
弾
力
性
の
値
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
お
よ
び
コ
ッ
プ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
生
産

関
数
の
代
替
の
弾
力
性
が
ー
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
多
国
間
生
産
関
数
に
つ
い

て
妥
当
な
仮
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
〈
問
問
看
品
。
P

出

ag巳
血
ロ
円
四
河
口
同
冨
ロ
〔

6
〕
)
。

ま
た
第
7
表
に
は
共
分
散
分
析
の
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
れ

ぱ
一
九
六

O
年
と
一
九
八

O
年
の
聞
で
生
産
弾
力
性
に
有
意
な
変
化
は
観
察
さ

れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
回
帰
式
。
ゲ
心
品
と

ρ
吋
か
ら
計
算
さ
れ
る
司
l

統
計
量
は
一
・
五
一
で
あ
り

}
の
と
き
の
理
論
値
は
二
二
一
五
(
五
%
)
で

あ
っ
て
、
各
生
産
弾
力
性
が
異
な
ら
な
い
と
す
る
帰
無
仮
説
は
五
%
有
意
水
準

七



世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

八

で
も
棄
却
さ
れ
な
い
。
回
帰
式
。

p
o
ω
と
心
∞
や
回
帰
式

ρω
・
0
。
と

O
G
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
第

6
表
最
下
欄
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
係
数
の
和
が

1
と
有
意
差
な
い
こ
と
か
ら
、

一
九
六

O
年
、

一
九
八

O
年
に
お
い
て
生
産
関
数
は
規
模
に
関

し
て
中
立
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

結
局
、
総
投
入
指
数
を
作
成
す
る
た
め
の
生
産
弾
力
性
に
は
、
第

6
表
、
特
に

O
U
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
次
の
よ
う
な
値
を
採
用

し
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
は

0
・
四
五
、
土
地
は

0
・
一
、
家
畜
は

0
・
二
、
肥
料
は

0
・
一
五
、
機
械
は

0
・
一
で
あ
る
。

注
ハ
河
川
)
分
析
対
象
で
あ
る
四
四
カ
国
を
国
民
一
人
当
た
り
G
N
P
四
O
O
O
U
S
ド
ル
(
一
九
八

O
年
)
を
境
に
二
つ
に
分
け
る
と
、
四

0
0
0
ド

ル
以
上
の
国
(
先
進
国
)
に
は
、
第
二
章
の
第
l
表
の
分
類
に
お
け
る
高
所
得
国
一
七
カ
国
に
加
え
て
、
中
所
得
国
か
ら
ギ
り
シ
ャ
、

7
イ
ル

ラ
γ
ド
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
九
ベ
イ
γ
の
四
カ
国
が
加
わ
り
、
計
一
一
一
カ
国
と
な
る
。
ま
た
四

0
0
0
ド
ル
未
満
の
国
(
開
発
途
上
国
)
に
は
、

低
所
得
国
一
ニ
ヵ
国
に
加
え
て
ア
ル
ゼ
ソ
チ
γ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
り
、
り
ピ

7
、
メ
キ
シ
コ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ス
リ
ナ
ム
、
台

湾
、
ベ
ネ
ズ
エ
ヲ
、
ユ
ー
ゴ
且
ラ
ピ

7
の
一
一
カ
国
が
加
わ
っ
て
二
三
カ
国
と
な
る
ハ
第
二
章
の
第
l
表
参
照
)
。
た
だ
し
本
節
で
試
み
る
回

帰
分
析
に
は
デ
ー
タ
の
制
約
か
ら
ス
リ
ナ
ム
を
除
外
し
て
い
る
の
で
開
発
途
上
国
は
二
二
カ
国
で
あ
る
。

(
同
)
土
地
と
家
蜜
の
悶
の
単
純
相
関
は
一
九
六

O
年
、
八

O
年
と
も
に
、

U
0・
∞
∞
で
あ
っ
た
。

(
日
)
主
成
分
回
帰
(
句
。
岡
山
口

pga-u色
。
司
自
宮
ロ

s
z
m
o間円。
m
m
Zロ
)
は
説
明
変
数
を
主
成
分
に
分
解
し
、
得
ら
れ
た
主
成
分
に
よ
る
回
帰

式
よ
り
推
定
さ
れ
た
主
成
分
の
回
帰
係
数
の
う
ち
、
多
重
共
線
性
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
主
成
分
を
除
外
し
、
残
り
を
使
っ
て
も
と
の
説
明
変

数
の
修
正
さ
れ
た
回
帰
係
数
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
聞
内
自
己
陶
己
〔
は
山
〕
、

h
r
g
R
H』

2
g仏
司
門
戸
円
。
〔
2
〕
を
参
照
せ
よ
。

(
凶
)
こ
こ
で
使
用
し
た
国
有
値
基
準
(
(
U
M
N
n
)

の
他
に
、
例
え
ば

t
値
基
準
(
吋
〈
(
い
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
主
成
分
に
よ
る
回
帰
係
数
の
債
を
求

め
、
そ
の
中
で
有
意
で
な
い
係
数
を
除
外
す
る
方
法
で
あ
る
(
冨

E
E
E
5
5
2
B
L
切

R
-
z
F
〔
げ
〕
)
。
本
文
の
回
帰
式
に
五
%
有
意
水

準
を
基
準
と
す
る
吋
〈
の
を
適
用
し
た
結
果
は
わ
別
れ
に
よ
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

(
げ
)
同

vn河
は

C
F
∞
と
異
な
り
不
偏
推
定
量
が
得
ら
れ
な
い
の
で
厳
密
な
意
味
で
の
回
帰
係
数
に
関
す
る
検
定
は
適
用
で
き
な
い
。
し
か
し
回

帰
係
数
の
標
準
誤
差
が
そ
の
係
数
に
比
較
し
て
十
分
に
小
さ
け
れ
ば
、
そ
の
有
意
性
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
の
判
断
は
下
せ
よ
う
。



労
働
生
産
性
指
数

(
Y
/
L
)、
労
働
当
た
り
総
投
入
指
数

(
I
/
L
)、
総
合
生
産
性
指
標

(
E
〉
は
四
四
ヵ
国
、

一
九
六
O
、

一
九
八

(司

生
産
効
率
比
較

O
年
時
点
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
計
算
を
行
な
っ
た
。

そ
の
結
果
は
第
8
表
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。
第
8
表
に
お
い
て
各
国
は
一
九
八
O
年

の
労
働
生
産
性
の
高
い
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
各
指
数
の
一
九
六
O
年
値
、

一
九
八
O
年
値
と
も
に
す
べ
て
米
国
の
一
九
八
O

年
値
に
対
す
る
百
分
率
で
示
さ
れ
て
お
り
、
各
国
間
あ
る
い
は
異
時
点
間
で
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
。
各
国
の
指
数
の
一
九
六
O
年
、

一
九
八
O
年
そ
れ
ぞ
れ
の
国
際
間
の
順
位
は
表
の
括
弧
内
に
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
第
8
表
の
読
み
方
で
あ
る
が
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
は
一
九
八
O
年
の
米
国
と
比
べ
て
、
労
働
生
産
性
は
一
九
六
O
年
か
ら
一
九
八
O
年
の
聞
に
四
九
・
三
%
か
ら
八
二
・
四
%

へ
と
上
昇
し
た
が
、
国
際
間
の
地
位
は
一
位
か
ら
三
位
へ
低
下
し
て
お
り
、
ま
た
総
投
入
指
数
は
六
四
・
七
%
か
ら
八
六
・
O
%
で
こ

位
か
ら
三
位
へ
、
総
合
生
産
性
指
標
は
七
六
・
七
弘
円
か
ら
九
五
・
八
%
へ
と
一
位
か
ら
六
位
へ
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る。
こ
の
第
8
表
の
結
果
を
図
示
し
た
も
の
が
第
九
図
で
あ
る
。
縦
軸
に
労
働
生
産
性

(
Y
/
L
可
横
軸
に
男
子
農
業
有
業
者
一
人
当
た

り
総
投
入

(
I
/
L
)
が
そ
れ
ぞ
れ
対
数
目
盛
で
と
ら
れ
て
お
り
、
各
国
の
一
九
六
O
年
の
位
置
か
ら
一
九
八
O
年
の
位
置
へ
の
動
き
を

示
す
矢
印
で
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
こ
こ
で
、
同
式
の
対
数
を
と
れ
ば
、

ゲ
ぬ

F
H
-
c
m
(
さ
h
y
-
-。
ぬ
(
ミ
ト
)
胆
十

-
o
m
-
g
:
:・
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
(
∞)

あ
る
い
は
、

一
九
八
O
年
の
米
国
の
総
合
生
産
性
指
標
が
一
O
O
で
あ
れ
ば

-
。
ぬ
(
師
、
¥
ト

)
"
H
-
o
m
(ご
hγ
十
(
-
。
民
同
帆

l
z
m
h
d由
u
5
0
)
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
(叶
}

」
の
閉
式
を
使
っ
て
第
九
図
を
み
れ
ば

一
九
八
O
年
の
米
国
の
位
置
を
通
る
よ
う
に
引
か
れ
た
四
五
度
線
(
破
線
で
示
さ
れ
て
い

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

九



第B表労働生産性指数(YjL)，総投入指数(1 j L)，総合生産性指標(E)

(1960-1980年)(米国， 1980年=ω0)
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第9図労働生産性指数，総投入指数，総合生産性指標の国際比較(1960-1980年〉

(米国， 1980年=1∞〉
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四 注.矢印の始点は1960年，先端は1980年の位置を示す.データは第8表による.
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労働生産性指数，総投入指数，総合生産性指標のグループ間比較

(1960-1980年〕

(米国， 1980年 =1∞)

第 9表

高 所 得 国

均|新大陸国|旧大陸国
中所得国 低所得国

平

労働生産性指数 (YjL)

1960 14.4 34.2 11. 0 3.5 1.6 
(100) (238) (77) (24) (12) 

1980 40. 7 84.2 32.6 8.4 2.2 
(100) (207) (80) (21) (6) 

総投入指数 (IjL)

1960 28.8 55.6 23.5 12.0 5.8 
(100) (193) (82) (42) (20) 

lヲ80 53.9 94.6 45.4 21. 4 8.8 
(100) (176) (84) (40) (16) 

総合生産性指標 (E)

1960 49.9 61. 5 46.8 29.0 28.4 
(100) (123) (94) (58) (56) 

1980 75.5 89. 1 71. 7 39.2 25.4 
(100) (118) (95) (52) (34) 

成長率1960-1980(年率， ，の
Y/L 5.9 5.1 6.0 5.0 1.7 

I/L 3.5 3.0 3.7 3.3 2.3 

E 2.3 2.1 2.4 1.7 -0.6 

注.値はすべて幾可平均. ( )内の数値は高所得国の平均を l∞とした指数を

示す.各グループの分類については第 l表参照.

四

る
)
か
ら
の
垂
直
の
へ
だ
た
り
は
、
対
数

で
測
っ
た
米
国
の
総
合
生
産
性
指
標
(
一

九
八

O
年
)
か
ら
の
へ
だ
た
り
を
示
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
四
五
度
線

よ
り
も
上
に
あ
れ
ば
総
合
生
産
性
指
標
は

米
国
の
一
九
八

O
年
よ
り
も
高
く
、
逆
に

四
五
度
線
よ
り
も
下
に
あ
れ
ば
米
国
の
そ

れ
よ
り
も
低
い
。

第
九
図
に
よ
れ
ば
、
所
得
の
高
い
先
進

諸
国
は
図
の
右
上

そ
れ
も
四
五
度
線
に

近
接
す
る
位
置
に
集
中
し
て
お
り
、
他
方
、

所
得
の
低
い
開
発
途
上
国
は
図
の
左
下
で

四
五
度
線
の
は
る
か
下
方
に
位
置
し
て
い

る
。
そ
し
て
四
五
度
線
と
こ
れ
ら
先
進
国
、

開
発
途
上
国
が
三
日
月
を
形
づ
く
る
よ
う

に
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は

労
働
生
産
性
の
低
い
低
所
得
国
の
農
業
生



前
出
第
8
表
お
よ
び
第
9
表
に
よ
れ
ば
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
所
得
園
、
特
に
ベ
ル
ギ
ー
(
切
開
)
、
デ
ン
マ
ー
ク
(
ロ
与
、

オ
ラ
ン
ダ

産
効
率
が
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
高
・
中
・
低
所
得
国
の
グ
ル
!
ヅ
間
比
較
に
よ
っ
て
よ
り
明
確
に
把
握
で
き
よ
う
。

そ
の
結
果
は
第
9
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。

(
Z
m
)
等
で
は
、
米
国
や
そ
の
他
の
新
大
陸
の
先
進
国
と
比
べ
て
生
産
効
率
に
お
い
て
は
同
等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
こ
と
が
わ

こ
れ
ら
旧
大
陸
の
高
所
得
国
の
労
働
生
産
性
が
米
国
等
の
山
ヤ
分
以
下
と
低
い
の
は
、
不
利
な
資
源
賦
存
に
起
因

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
他
方
、
低
所
得
国
の
労
働
生
産
性
が
高
所
得
国
に
比
べ
て
非
常
に
低
い
の

か
る
。
こ
の
こ
と
は
、

は
近
代
技
術
的
要
素
の
投
入
が
少
な
い
の
に
加
え
て
生
産
効
率
が
低
い
こ
と
に
宇
な
原
因
が
あ
ろ
う
。

そ
の
労
働
生
産
性
を
資
源
賦
存
が
似
か
よ
っ
た
高
・
中
所
得
国

の
水
準
ま
で
改
善
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
過
去
二

0
年
聞
に
生
じ
た
こ
と
は
生
産
効
率
格
差
の
縮
小
で
な
く
む
し

ろ
拡
大
で
あ
っ
た
。
第
9
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
低
所
得
国
の
労
働
生
産
性
は
米
国
の
一
九
八

O
年
値
と
比
較
し
て
一
・
六
%

従
っ
て
低
所
得
国
が
生
産
効
率
格
差
を
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
ら
二
・
二
%
へ
と
増
加
し
た
が
、

そ
の
高
所
得
固
と
比
較
し
た
相
対
的
地
位
は
一
二
%
か
ら
六
%
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
間
の

総
投
入
は
五
・
八
%
か
ら
八
・
八
%
へ
と
増
加
し
、
相
対
的
地
位
は
二

O
%か
ら
一
六
%
へ
と
若
干
の
低
下
を
み
た
。
し
か
し
こ
こ
で

注
目
す
べ
き
は
総
合
生
産
性
指
標
が
ニ
八
・
四
%
か
ら
二
五
・
四
%
へ
と
絶
対
的
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
高
所

得
国
と
比
べ
た
総
合
生
産
性
指
標
の
相
対
的
地
位
は
五
六
%
か
ら
三
四
%
へ
と
大
幅
山
に
下
落
し
て
い
る
。
中
所
得
国
が
総
投
入
、
総
合

生
産
性
と
も
に
そ
の
高
所
得
固
と
の
相
対
的
地
位
を
改
善
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
、

高
所
得
国
と
の
労
働
生
産
性
格
差
を
拡
大
し
て
い

な
い
の
と
比
べ
れ
ば
、
低
所
得
国
の
効
率
性
の
悪
化
と
い
う
成
長
経
路
は
か
な
り
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、

ま
た
低
所
得
国
の
農
業
成

長
に
と
っ
て
不
利
な
も
の
で
あ
る
。

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

四
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要素賦存と生産効率の変化

四
国

第 10図

書号

川明

多
く
の
低
所
得
国
に
お
い
て
過
去
ニ

O
年
の
聞
に
数
々
の
農
業
技
術

の
改
善
が
み
ら
れ
た
。
中
で
も

い
わ
ゆ
る
「
緑
の
革
命
」
と
呼
ば
れ

る
、
米
や
小
麦
の
肥
料
感
応
的
な
高
収
量
品
種
が
開
発
さ
れ
普
及
し
た

こ
と
は
、
謹
概
や
そ
の
他
基
盤
整
備
の
着
実
な
進
歩
と
と
も
に
低
所
得

国
の
農
業
技
術
を
大
き
く
改
善
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

働

ず
第
9
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
産
効
率
に
お
い
て
絶
対
的
な

ッf

低
下
が
生
じ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
う
る
原
因
の
一
つ
と
し

て
、
土
地
を
中
心
と
す
る
自
然
資
源
の
劣
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
低
所
得

国
で
は
強
い
人
口
圧
力
に
よ
る
限
界
的
な
開
墾
が
農
用
地
の
平
均
的
な

質
を
低
下
さ
せ
、

ま
た
そ
の
よ
う
な
限
界
的
な
農
用
地
は
熱
帯
の
森
林

を
伐
採
し
て
得
ら
れ
る
た
め
、
環
境
的
に
も
干
魁
、
洪
水
、
土
壌
浸
食

な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
農
業
生
産

さ
ら
に
こ
れ
と
関
連
す
る
が
よ
り
重
要
な
要
因
と
し
て
、
土
地
|
労
働
比
率
の
低
下
を
克
服
す
る
の
に
十
分
な
研
究
開
発
投
資
が
低

の
効
率
性
は
阻
害
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

か
ら
の
距
離
で
も
っ
て
生
産
効
率
を
測
っ
た
も
の
で
あ
る
。

所
得
国
で
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
使
用
し
て
い
る
総
合
生
産
性
指
標
は
超
生
産
関
数
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

そ
の
超
生
産
関
数
の
等
産
出
線
守
口
町

2
2
5ロ
与
が
第
一

O
図
の

U

で
一
万
さ
れ
る
と
し
よ
う
。
基
準
年
に
、
あ
る
国
で
実
際
に
採
用
さ
れ
て
い
た
技
術
の
も
と
で
の
等
産
出
線
は
よ
り
非
弾
力
的
な

S
で
あ



っ
た
と
す
る
。

た
だ
し
こ
の
主
は
比
較
的
良
好
な
土
地
!
労
働
比
率
を
反
映
し
て
効
率
的
で
あ
っ
た
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

要
素

市
場
の
完
全
競
争
を
仮
定
す
れ
ば
、
基
準
年
の
均
衡
は
両
等
産
出
線

U
と

S
の
接
線
の
傾
き
が
と
も
に
要
素
価
格
比
率
に
一
致
す
る

A
で
決
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
人
口
圧
力
に
よ
っ
て
土
地
l
労
働
比
率
が
低
下
し
、
見
。
か
ら

h
p
へ
移
っ
た
と
す
れ
ば
、
等
産
出
線
竺
で

示
さ
れ
る
よ
う
な
新
技
術
を
導
入
す
る
の
が
効
率
的
で
あ
っ
て
、

新
し
い
均
衡
は
B
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
タ
で
一
万
さ
れ
る

よ
う
な
新
技
術
が
開
発
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、

こ
の
国
の
農
業
生
産
は
C
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
非
効
率
な
状
態
に
停
滞
す
る
こ
と
に
な

ろ弓ノ。し
か
し
な
が
ら
現
実
に
は
国
際
機
関
や
国
内
の
研
究
・
普
及
組
織
の
充
実
、
濯
概
そ
の
他
の
基
盤
整
備
へ
の
投
資
の
増
大
な
ど
に
よ

っ
て
、
低
所
得
国
の
等
産
出
曲
線
を
主
か
ら

F
へ
シ
フ
ト
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
の
多
く
の
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
努
力
は
低
所
得
国
の
土
地
労
働
比
率
の
急
速
な
下
落
を
相
殺
・
克
服
し
て
、

そ
の
生
産
可
能
曲
線
を
超
生
産
関

数
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
ま
で
動
か
す
の
に
は
十
分
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
低
所
得
国
に
お
い
て
過
去
数
十
年
の
聞
に
生
じ
た
技
術
進
歩
は
、
要
素
賦
存
の

F
か
ら
N
F
へ
の
変
化
に
応
じ
て
等
産
出
線

を
H
h
e

か
ら
H

P

へ
と
変
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

足
。
か
ら
H
h

ヘ
へ
と
動
か
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
均
衡
は
A
か
ら

。
、
へ
と
動
い
た
わ
け
で
、
超
生
産
関
数
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
距
離
で
測
っ
た
生
産
効
率
で
言
え
ば
、

Hwq
だ
け
効
率
が
低
下
し

た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
低
所
得
国
で
行
な
わ
れ
た
努
力
に
よ
っ
て
内
つ
分
の
一
一
層
の
効
率
の
悪
化
は
防
が
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
低
所
得
国
は
一
九
六

O
年
に
は
町
、
の
よ
う
な
非
効
率
的
な
位
置
に
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
二

0
年
間
の
人
口
増
加

に
伴
う
土
地
|
労
働
比
率
の
悪
化
(
タ
↓
河
N
)

の
程
度
が
大
き
か
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
研
究
開
発
の
努
力
が
払
わ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
等
産
出
鰻
H

え
を
超
生
産
関
数
U
に
接
し
た
効
率
的
な
位
置
同
へ
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
一
九
六

O
年
の

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

四
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世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

四
六

町
、
よ
り
も
非
効
率
的
な
句
、
ま
で
し
か
移
動
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
一
九
六
O
年
か
ら
一
九
八

O
年
に
か
け
て
低
所
得
国
の
生

産
効
率
が
改
善
し
な
か
っ
た
、

あ
る
い
は
む
し
ろ
悪
化
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
低
所
得
国
の
農
業
生
産
効
率

の
低
下
は
、
急
速
な
土
地
労
働
比
率
の
低
下
に
伴
う
技
術
の
調
整
過
程
の
遅
れ
に
起
因
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

』
れ
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン

シ
リ
ア
等
、
生
産
の
効
率
性
が
一
九
六

O
年
か
ら
一
九
八

O
年
に
か
け
て
大
き
く
低

下
し
て
い
る
国
で
は
、

土
地
|
労
働
比
率
も
ま
た
大
き
く
低
下
し
て
い
る
こ
と
(
前
出
第

2
、
8
表
参
照
)
。

お
よ
び
総
合
生
産
性
指

標
の
成
長
率
と
土
地
|
労
働
比
率
の
成
長
率
聞
の
、
全
対
象
国
に
関
す
る
単
純
相
関
が

0
・
七
五
と
高
い
こ
と
を
整
合
的
に
説
明
で
き

る
高
所
得
国
に
お
い
て
も
要
素
賦
存
の
変
化
は
生
じ
た
が
、
低
所
得
国
と
は
逆
の
方
向
に
進
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
非
農
業
部
門
に

よ
る
農
業
労
働
力
の
吸
収
が
強
い
こ
と
と
、

人
口
増
加
率
自
体
低
い
こ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、

土
地
l
労
働
比
率
は
急
速
に
上
昇
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
所
得
国
で
は
研
究
・
普
及
組
織
が
十
分
に
確
立
し
て
お
り
、
ま
た
農
民
の
教
育
水
準
も
高
い
た
め
、
超
生
産
関
数

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
接
す
る
ま
で
す
み
や
か
に
等
産
出
曲
線
を
移
動
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
は
高
所
得
国
に
お
け
る
良
好
な
科

学
研
究
・
工
業
開
発
基
盤
の
存
在
は
、
土
地
l
労
働
比
率
の
高
い
領
域
に
お
け
る
超
生
産
関
数
の
局
所
的
な
内
部
へ
の
シ
フ
ト
を
可
能

に
し
、
低
所
得
固
と
比
べ
た
生
産
効
率
を
一
層
上
昇
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

玉
、
結

論

本
稿
で
は
一
九
六

O
年
か
ら
一
九
八

O
年
ま
で
の
多
国
間
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

最
近
年
を
含
む
世
界
農
業
の
構
造
と

生
産
効
率
の
変
化
を
分
析
し
た
。

そ
れ
よ
り
以
下
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
る
。



付

労
働
生
産
性
、
土
地
生
産
性
に
つ
い
て
一
九
六

O
年、

一
九
八

O
年
時
点
で
の
国
際
比
較
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
先

進
国
と
開
発
途
上
国
の
聞
で
土
地
生
産
性
の
成
長
率
は
ほ
ぼ
同
程
度
か
、
む
し
ろ
開
発
途
上
国
の
伸
び
の
方
が
若
干
速
か
っ
た
が
、

労
働
生
産
性
の
成
長
率
は
先
進
国
の
方
が
は
る
か
に
高
か
っ
た
た
め
に
、
両
者
の
格
差
は
大
き
く
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
の
原
因
は
土
地
|
労
働
比
率
の
変
化
の
違
い
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
進
国
で
は
非
農
業
部
門
へ
の
農
業
労
働
力
の
吸
収
が
大
き
か
っ
た
た
め
に
、

過
去
二

0
年
間
に
土
地
|
労
働
比
率
は
大
き
く

上
昇
し
た
が
、
開
発
途
上
国
で
は
人
口
増
加
率
が
高
く
、

ま
た
非
農
業
部
門
へ
の
労
働
力
の
吸
収
が
弱
い
た
め
に
、
土
地
|
労
働

比
率
が
低
下
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
開
発
途
上
国
で
進
展
し
た
「
緑
の
革
命
」
は
、
そ
の
土
地

l
労
働
比
率
の
低
下
を
補
っ
て
先

進
国
と
の
労
働
生
産
性
格
差
の
一
層
の
拡
大
を
防
い
だ
も
の
の
、

そ
の
格
差
を
縮
小
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

同

機
械
等
が
労
働
に
代
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
土
地
|
労
働
比
率
が
上
昇
し
、
ま
た
肥
料
等
が
土
地
に
代
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

土
地
生
産
性
が
上
昇
す
る
と
い
う
関
係
が
一
九
六

O
年
か
ら
八

O
年
に
か
け
て
国
際
間
で
安
定
的
に
存
在
す
る
こ
と
が
観
察
さ
れ

た。
先
進
国
は
労
働
か
ら
機
械
へ
の
代
替
と
い
っ
た
労
働
節
約
的
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
労
働
力
を
大
幅
に
減
少
さ

せ
、
農
業
の
生
産
性
を
急
速
に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
開
発
途
上
国
で
は
人
口
圧
力
が
強
い
た
め
に
、
先
進
国

の
よ
う
な
農
業
成
長
の
方
途
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
国
で
は

「
緑
の
革
命
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
土
地
か
ら

肥
料
へ
の
代
替
と
い
っ
た
土
地
節
約
的
技
術
進
歩
に
よ
っ
て
、
土
地
生
産
性
を
上
昇
さ
せ
る
方
向
で
の
農
業
成
長
に
主
と
し
て
依

存
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
先
進
国
、
開
発
途
上
国
の
農
業
成
長
経
路
の
対
照
性
は
、
生
産
に
お
け
る
制
約
要
因
と
な
っ
て
い
る

要
素
を
節
約
す
る
方
向
で
の
技
術
進
歩
が
生
じ
る
と
す
る
「
誘
発
的
技
術
進
歩
」
仮
説
に
よ
っ
て
非
常
に
整
合
的
に
説
明
さ
れ
る
。

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

四
七



世
界
食
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

四
八

ま
た
そ
の
よ
う
な
成
長
経
路
が
国
際
問
、
異
時
点
聞
で
安
定
的
に
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
誘
発
的
技
術
進
歩
仮

説
に
基
づ
く
農
業
発
展
モ
デ
ル
の
堅
固
さ
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

伺

先
進
国
に
お
け
る
機
械
化
技
術
の
進
展
や
開
発
途
上
国
に
お
け
る
「
緑
の
革
命
」
等
の
技
術
進
歩
に
よ
っ
て
、
世
界
農
業
の
生

産
効
率
と
そ
の
構
造
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
総
合
生
産
性
指
標
を
作
成
し
、
そ
の
国
際
比
較
を

行
な
っ
た
。
こ
こ
で
作
成
し
た
総
合
生
産
性
指
標
は
、
農
業
生
産
技
術
の
国
際
的
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
超
生
産
関
数
か
ら
の
距

離
で
測
っ
た
各
国
の
農
業
生
産
効
率
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
程
度
の
経
済
発
展
段
階
に
あ
る
国
の
聞
で
は
労
働
生
産
性
格
差
の
大
き
さ
に
比
較
し
て
生
産
効
率
に
そ
れ

ほ
ど
の
格
差
は
存
在
し
な
い
が
、
発
展
段
階
の
異
な
る
国
の
間
で
は
生
産
効
率
格
差
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
先
進
国
と
開
発
途
上
国
と
の
聞
の
効
率
性
格
差
は
過
去
二

O
年
の
聞
に
拡
大
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
は
、
ベ
ル
ギ
ー
、

オ
ラ
ン
ダ
等
の
旧
大
陸
に
あ
る
先
進
国
と
米
国
等
の
新
大
陸
に
あ
る
先
進
国
と

の
聞
の
労
働
生
産
性
格
差
は
、
生
産
効
率
に
格
差
が
あ
る
た
め
で
な
く
、

ひ
と
え
に
資
源
賦
存
の
違
い
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
旧
大
陸
先
進
国
と
同
程
度
の
資
源
賦
存
に
あ
る
開
発
途
上
国
で
も
、
生
産
効
率
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
生

産
性
を
十
分
に
改
善
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

同

結
局
、
過
去
二

0
年
聞
に
先
進
国
で
は
農
業
労
働
力
の
非
農
業
部
門
へ
の
大
幅
な
流
出
に
伴
い
、
機
械
化
技
術
が
大
き
く
進
歩

し
、
労
働
生
産
性
が
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
開
発
途
上
国
で
は
強
い
人
口
圧
力
と
そ
れ
を
吸
収
す
る
に
足
る
十

分
な
工
業
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
農
業
労
働
力
の
絶
対
的
増
加
に
よ
る
土
地
l
1
労
働
比
率
の
低
下
に
直
面
し
て
い
る
。

そ

こ
で
こ
れ
ら
の
国
で
は
「
緑
の
革
命
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
土
地
節
約
的
技
術
進
歩
に
よ
っ
て
土
地
生
産
性
を
上
昇
さ
せ
る
方
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戸
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∞
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〔
付
録
〕

国
際
比
較
に
関
す
る
多
国
間
基
礎
資
料

本
付
録
は
、
国
際
比
較
の
た
め
の
多
国
間
基
礎
資
料
の
各
デ
l
タ
の
定
義
お
よ
び
そ
の
推
定
方
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
の

分
析
に
際
し
て
与
え
ら
れ
た
各
デ
l
タ
の
経
済
学
的
意
味
付
け
に
つ
い
て
は
、
本
文
第
二
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

集
計
に
あ
た
っ
て
、

ス
ト
ッ
ク
変
数
(
労
働
、
土
地
、
家
畜
、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
農
家
戸
数
)
に
つ
い
て
は
、
表
示
年
単
年
の
数
値
を

と
る
こ
と
と
し
、

フ
ロ

l
変
数
(
農
業
産
出
、
肥
料
)
に
つ
い
て
は

一
九
六

O
年
に
は
一
九
五
七

t
六
二
年
の
平
均
を
、

一
九
七

O

年
に
は
一
九
六
七

t
七
二
年
の
平
均
、

一
九
八

O
年
に
は
一
九
七
五
年
の
平
均
値
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
た
。

な
お
、
以
下
で
各
項
目
名
の
括
弧
内
に
A
を
付
し
て
示
し
た
数
字
は
、
付
表
A
に
お
け
る
変
数
番
号
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
引
用
文
献
番
号
の
前
に
d
が
付
い
て
い
る
も
の
は
、
本
付
録
の
資
料
リ
ス
ト
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

農
業
産
出
(
〉

H
t
〉
ω)



同り〉
O
〔仏
ω〕
か
ら
指
数
が
一
九
七
一
年
ま
で
し
か
得
ら
れ
な
い
た
め
、

剛山岳
z
r
-
甘
え

n
E
E
〔
監
〕
の
指
数
を
使
用
し
た
。

ま
た

農
業
〈
粗
)
産
出
は
、
小
麦
乳
配
で
表
示
さ
れ
た

出
品
同

g
-
n悼
と
・
〔
烏
〕

の
農
業
粗
産
出
の
一
九
六

O
年
値
を
吋
〉
。
・
同

M3

h

同H
R
H
H
.
S
M
1
E可
一
宮
忌
〔
色
〕
の
農
業
生
産
指
数

(
H
E
R
S
え
〉
唱

E
L
E
E
F
O仏ロ
2
0ロ
)
で
延
長
し
た
が
、
台
湾
に
つ
い
て
は
、

パ
キ
ス
タ
ン
(
西
)
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
(
東
)
に
つ
い
て
は
、

国
白
山
、
白

S
F
a
b
N・
で
ほ
両
者
の
合
計
で
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で

こ
れ
を
一
九
五
九
年
か
ら
六
二
年
の
聞
の
両
国
の
粗
国
民
生
産
に
お
け
る
穀
物
お
よ
び
家
畜
の
比
(
一
九
五
九
/
六

O
年
価
格
で
評
価

し
て
、
西
対
東
日

0
・
四
七
対

0
・
五
三
)
で
案
分
し
た
後
、
各
々
吋
〉
C
〔
昏
〕
の
指
数
で
延
長
し
た
。
推
定
に
使
用
し
た
資
料
は

MM曲
目
内
町
宮
ロ
〔
門
広
〕
、
開
田
国
昨
司
由
主
田
S
ロ
〔
円
目
。
〕
で
あ
る
。

男
子
農
業
有
業
者
数
(
〉
品
、
t
〉
。
)

男
子
農
業
有
業
者
数
は
、

一
九
六

O
年、

一
九
七

O
年
に
つ
い
て
は
口

b
Z∞
〕
に
お
け
る

zro同
町

2
2
3
白ぬ巴

g-zz
よ

宮
巴
O
ロ
凹
(
国
m
z
g
-
E円
0
・
F叫
2
2
F
Yロ
E
E
m
自
己

r
r
z
m
)、
司
〉
O
〔
告
〕
よ
り
、

り
、
ま
た
一
九
八

O
年
に
つ
い
て
は

H
F
C
〔
円
均
一
〕
に
お
け
る
子
市

2
。ロ。

s-gロ
可
曲
。
巴
4
0

句
。
司
己
主
芯
ロ
宮
田
町
三

g
r
z
z
-
O
R
E
-

ハ
2
〉

そ
れ
ぞ
れ
推
定
し
た
。
た
だ
し
台
湾
は
問
団
・

苦
言
口

oh
【

V
E
5
2
3
に
よ
る
。
推
定
に
あ
た
っ
て
は
、
林
業
・
漁
業
(
狩
猟
は
除
く
)
を
除
去
す
る
た
め
に
、
上
記
デ
l
タ
に

日
本
の
小
麦
相
対
価
格
(
一
九
六

O
年
価
格
〉
で
集
計
さ
れ
た
各
国
の
農
業
粗
産
出
/
農
林
水
産
業
粗
産
出
の
比
を
乗
じ
て
求
め
た
。

す
な
わ
ち
、h

2
H
h昔
、
・
河
=
u
H
H
H山
田
。

cw
同
山
町
一
吋
【

Y

】

匂

∞

。

こ
こ
で
、世

界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

玉



H-〉。
の
デ
l
夕
、
が
明
ら
か
に
誤
ま
り
と
思
わ
れ
る
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
吋
包
唱
曲
ロ
〔

E
r
円回目
N
〕、

】白唱曲ロ

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

五
四

「蜘:・・
z
国
の
男
子
農
業
有
業
者
数

「胸、:・・
z
国
の
農
林
漁
業
に
従
事
す
る
男
子
有
業
者
数

p
h
H
吋
Eh¥吋
2
、:・ぺ

E
は
日
本
の
小
麦
相
対
価
格
で
評
価
さ
れ
た
・
1

国
の
農
業
粗
産
出
で
、
ロ
ミ
出
B
F
司
H
S
~

・

2
N〕
の
一

九
六

O
年
値
を
司
〉
C
〔
告
〕
の
農
業
生
産
指
数
で
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
九
七

O
、
八
O
年
値
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め

た
。
吋
と
ヘ
は
農
林
漁
業
の
粗
産
出
で
、
各
年
に
つ
い
て
日
本
の
小
麦
に
対
す
る
相
対
価
格
(
一
九
六

O
年
価
格
〉
で
評

価
し
た
材
木
、
水
産
物
を
吋
2
h
に
加
え
て
求
め
た
。

農
用
地
(
K
F

吋、
t
〉
匂
)

農
用
地
(
耕
地
お
よ
び
永
年
牧
草
地
)
は
原
則
と
し
て
司
〉
0
2
ω
〕
よ
り
集
計
し
た
が
、

こ
れ
よ
り
デ
!
タ
の
得
ら
れ
な
い
台
湾
、

〔円四回
ω〕
、
苫
凶
器
唱
1
ロ
何
回
〔
仏

E
〕
に
よ
っ
た
。

ま
た
集
計
に
あ
た
っ
て
同
〉
O
〔
忠
〕
の
各
版
の
聞
に
定
義
の
変
更
等
に
起
因
す
る
明

ら
か
な
数
値
の
不
整
合
が
あ
る
場
合
は
、
数
値
の
連
続
性
が
保
て
る
よ
う
外
挿
・
内
挿
等
で
調
整
を
行
な
っ
た
。
更
に
現
時
点
で
は
一

九
七
九
年
時
点
ま
で
の
値
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

こ
れ
を
一
九
八

O
年
値
と
し
た
。

家
畜
頭
数
(
〉

E
t
k
rロ
)

家
畜
頭
数
は
明
〉
0
2
ω
〕
に
お
け
る
各
種
家
畜
数
を
家
畜
単
位
で
ウ
ェ
ー
ト
付
け
し
て
合
計
し
た
。

そ
の
ウ
ェ
ー
ト
は
、
ラ
ク
ダ

一
・
て
水
牛
、
馬
、
ラ
パ
一
・

0
、
牛
、

ロ
パ

0
・
八
、
豚

0
・
二
、
羊
、

山
羊
0
・
て
家
き
ん

0
・
0
一
で
あ
る
。
た
だ
し
台



kr・---z
国
の
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
平
均
馬
力
数

湾
は
岡
山
巾
匂
HHE甘
え
の
E
ロ
釦
〔
E
U〕
に
よ
る
。

肥
料
消
費
(
〉

Z
t
〉
民
)

肥
料
消
費
は
窒
素
・
燐
酸
・
加
里
重
量
の
合
計
で
計
る
こ
と
と
し
、
匂
〉
。
-

N

吋句、
H
S切
符
「

M12与
。
。
和
〔
丘
町
〕
よ
り
集
計
し
た
。
た

だ
し
台
湾
は
吋
回
目

dgロ
〔

E
N〕
に
よ
る
。

ト
ラ
ク
タ
ー
馬
力
数
(
〉

E
t
〉
毘
)

ト
ラ
ク
タ
ー
馬
力
数
は
農
業
用
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
総
馬
力
数
と
耕
転
機
の
総
馬
力
数
の
合
計
と
す
る
こ
と
に
し
、
次
式
で
求
め
た

T
W
h
y
山

H
i調
法
蝉
(
町
、
・

)
H
K
F
×
吋

hz+ω
×
叫

4
q
z
u
H
H
E
g
u
5
3・
5
g

こ
こ
で同J

担・:・
1

国
の
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
総
台
数

吋
S
・:-z
国
の
耕
転
機
の
総
台
数

た
だ
し
、
耕
転
機
の
平
均
馬
力
数
は
各
国
・
各
年
と
も
玉
H
P
と
し
た
。
デ
ー
タ
は
ト
ラ
ク
タ
ー
台
数
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
匂
〉
。

〔
告
〕
か
ら
、
ま
た
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
平
均
馬
力
数
に
つ
い
て
は
。
毘
U
U
〔
丘
。
〕
、
回
目
。
〔
缶
吋
〕
お
よ
び
各
国
政
府
資
料

KF5骨

E-z

(
4〉

〔
丘
∞
〕
、
日
本
〔
丘
匂
〕
、
、
同
，
田
F45ロ〔
E
N〕
、
口

ω〉
〔
告
。
〕
に
よ
っ
た
。

世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

五
五



世
界
農
業
の
生
産
構
造
と
効
率
性

五
六

農
家
戸
数
(
〉
巴

t
〉
巴
)

農
家
戸
数
は
国

agH即

時
H

Q

N

・
〔
烏
〕
、
匂
〉
C
〔
告
〕
お
よ
び
主
と
し
て
農
業
セ
ン
サ
ス
を
中
心
と
す
る
各
国
政
府
資
料
か
ら
集
計

し
、
外
挿
・
内
挿
等
に
よ
っ
て
推
定
し
た
。

耕
地
比
率
(
〉
N
N
I
〉
ぼ
)

耕
地
比
率
は
、
(
耕
地
/
農
用
地
)
×
一

O
O
(
%
)
で
あ
り
、
明
〉
。
〔
告
〕
、
農
用
地
(
〉
叶
I
〉
3
よ
り
求
め
た
。

非
農
業
労
働
人
口
比
率
(
〉
自

t
〉
N
3

集
計
に
は
男
子
農
業
有
業
者
数
(
〉
品
、
t
〉
。
)
お
よ
び

H
F
0
2
3
の
男
子
総
労
働
人
口
(
吋
え
乞
自
己
巾
}
与
2
F
E巾
)
の
値
を

使
用
し
た
。

注
(
l
〉
こ
こ
で
い
う
農
業
粗
産
出
は
、
各
農
産
物
の
生
産
量
か
ら
種
子
・
飼
料
と
し
て
農
業
生
産
に
使
用
さ
れ
た
も
の
を
差
し
引
き
、
こ
れ
ら
を
小

麦
単
位

(
W
U
)
に
変
換
し
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
各
農
産
物
は
小
麦
一
ト
ン
を
一
と
す
る
相
対
価
格
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。
基
準
と

な
っ
た
一
九
六

O
年
値
は
、
三
カ
国
(
イ
ン
ド
、
日
本
、
米
国
)
の
棺
対
価
格
ウ
ェ
ー
ト
に
基
づ
く
一
ニ
系
列
を
幾
可
平
均
し
た
も
の
で
あ
る

(
同
唱
曲
目
即
ミ
ミ
・

Z
N〕)。

(

2

)

一
九
八

O
年
値
は
原
則
と
し
て
岡
戸
。
〔
仏
吋
〕
に
よ
っ
た
が
、
こ
れ
よ
り
デ

I

F
の
得
ら
れ
な
い
場
合
は
明
〉
。

2
3
(女
子
を
含
む
)
の

一
九
八

O
年
値
に
、
口

b
〔
皆
〕
の
男
子
農
林
漁
業
有
業
者
数
/
総
長
林
漁
業
労
働
人
口
の
比
を
乗
じ
て
求
め
た
。

(

3

)

材
木
は
丸
太
(
合
計
)
で
明
〉
。
〔
LAU
〕
か
ら
、
水
産
物
は
魚
・
そ
の
他
の
漁
獲
高
お
よ
び
鯨
の
捕
獲
頭
数
で
司
〉
。

2
5〕
に
よ
る
。
ま

た
集
計
に
使
用
し
た
日
本
の
小
麦
相
対
価
格
は
、
材
木

0
・
一
五
(
丸
太
一
立
万
メ
ー
ト
ル
当
た
り
)
、
魚
一
・
四
四
(
一
ト
ン
当
た
り
)
、
鯨

一
三
・
九
六
(
一
頭
当
た
り
)
で
、
出
国
司

m
g
-
a
b
N・〔
L
M
〕
に
よ
る
。
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		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし

		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない

		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない

		フォーム



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている

		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある

		代替テキスト



		ルール名		ステータス		説明

		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要

		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト

		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある

		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない

		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素

		テーブル



		ルール名		ステータス		説明

		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある

		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある

		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要

		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある

		概要		スキップ		テーブルに概要が必要

		箇条書き



		ルール名		ステータス		説明

		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある

		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある

		見出し



		ルール名		ステータス		説明

		適切なネスト		不合格		適切なネスト
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